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（
訳
文
）

（〔
n〕
t
r
a
g
o
'
d
i
a
)

teleia, 
m
e
g
e
t
h
o
s
 e
k
h
o
u
s
a
 ;〔
m
〕

e
k
h
o
n
,

〔f〕
e
k
h

゜usa
,

〔n
e
u
t
)
e
k
h

゜n)
を
、
美
し
ぃ
こ
と
ぱ
会
n〕

h
e
d
u
s
m
含
O
S
J
6
g

゜s)
を
も
つ
て
、

模
倣
す
る
も
の

(
m
i
m
e
s
i
s
)

で
あ
り
、
こ
の
模
倣
は
（
劇
の
）
諸
部
に
お
い
て
痴
叫
が
到

(
d
r
a
o
1
1
I
p
e
r
f
o
r
m
)

諒
麒
梱
（
〔
n〕

ta

e
i
d
e
a
)
 

の
各
を
離
れ
、

11(〔巳
a
p
a
g
g
e
i
l
i
a
)

に
よ
っ
て
で
な
く
、
同
袖
四
（
〔
n〕

eleos,

p
i
t
y
)

と

11(〔n〕
p
h
6
b
o
s
,

f
e
a
r
)

と
を
通
じ
て

こ
の
よ
う
な
諸
情
緒
（
〔
n〕

t
a
t
o
i
a
u
t
a
 
p
a
t
h
e
h
m
a
t
a
)

の
カ
タ
ル
シ
ス
（
〔
n〕
k
a
t
h
a
r
s
i
s
)

を
遂
行
す
る

(
p
e
r
a
i
n
o
1
1
I
a
c
c
o
m
p
l
i
s
h
)

と

6
 

こ
ろ
の
模
倣
で
あ
る
。

D

動
詞

e
k
h
0
1
(
I
h
a
v
e
)

の
現
在
分
詞

(
h
a
v
i
n
g
に
当
る
）
の
女
性
、
単
数
、
属
格
で
あ
り
、
従
っ
て
う
え
の

praxe01S
に
か
か
る
。

幻
ツ
ェ
ラ
ー
博
士
の
注
す
る
ご
と
く

(Dr.

E
d
w
a
r
d
 
Zeller, 
Aristotle 
a
n
d
 
t
h
e
 Earlier 
Peripatetics, 
vol. 
II, 
p. 
3
2
0
,
 
n. 
4
,
)
、
い
ろ
ん
な
種
類
の

h
e
d
u
s
m
e
n
o
s
 logos-ー
lexis
や

m
e
l
o
sー
で
あ
る
。

l合
xis

=
 
a
 diction,
贖
B

泣かソ
m
e
l
o
s

=
 
a
 song. 

め
動
詞
現
在
分
詞
(
p
e
r
f
o
p
m
i
n
g
に
当
る
）
の
中
性
、
複
数
、
属
格
で
あ
り
、
従
っ
て
う
え
の

e
i
d
o
n
に
か
か
る
c

め
動
詞
現
在
分
詞

(
a
c
c
o
m
p
l
i
s
h
i
n
g
に
当
る
）
の
女
性
、
単
数
、
主
格
で
あ
り
、
従
っ
て
う
え
の

m
i
m
e
s
i
s
に
か
か
る
C

の

D
e
A
r
t
e
 Poetica.
こ
の
書
の
名
は
ギ
リ
ッ
ャ
語
原
名
も
ラ
テ
ソ
語
名
も
と
も
に
「
作
詩
術
に
つ
い
て
」
の
意
味
を
も
っ
て
い
る
。
以
下
、
本
文
で
は
「
詩
論
」

と
略
称
す
る
。

poetica
ars
の
他
の
用
例
ー
p
8
t
i
c
a
e
artis 
h
o
n
o
s
 n
o
n
 erat 
(
C
a
t
o
)
・
（
作
詩
術
の
尊
重
は
存
し
な
か
っ
た
）
。

の
著
作
者
自
身
の
こ
の
訳
文
い
が
い
の
も
の
若
干
を
つ
ぎ
に
示
す
。

（
従
来
の
代
表
的
和
訳
1
)

（
前
述
の
事
柄
か
ら
定
義
を
下
せ
ば
）
ト
ラ
ゴ
ー
デ
ィ
ア
は
然
る
べ
き
大
き
さ
を
持
っ
て
そ
れ
自
身
全
き
、

1
つ
の
荘
重
な
る
行
動

を
模
倣
し
た
も
の
で
あ
り
、
快
適
な
装
飾
を
施
さ
れ
た
言
葉
に
依
っ
て
描
か
れ
、
各
種
の
装
飾
は
、
別
別
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
に
ソ
ウ
入
さ
れ
る
。
そ
う
し
て
そ

れ
は
、
叙
述
体
で
な
く
、
俳
優
が
そ
こ
に
描
か
れ
た
も
の
を
実
行
す
る
形
式
に
描
か
れ
る
。
そ
う
し
て
哀
れ
ん
と
恐
怖
と
を
作
興
す
る
出
来
事
を
含
み
、
そ
れ
を
通

じ
て
、
か
よ
う
な
情
緒
の
そ
の
（
ト
ラ
ゴ
ー
デ
ィ
ア
の
）
カ
ク
ル
シ
ス
を
行
な
う
。

（
従
来
の
代
表
的
和
訳
2
)

一
定
の
広
が
り
を
も
っ
て
そ
れ
だ
け
で
ま
と
ま
り
の
あ
る
厳
粛
な
行
動
を
、
詩
の
各
部
に
応
じ
た
美
し
い
こ
と
ば
を
も
っ
て
、
し
か

も
叙
述
に
よ
っ
て
で
な
く
動
作
に
よ
っ
て
模
倣
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
目
的
は
同
梢
と
恐
怖
と
を
通
じ
て
こ
の
よ
う
な
情
緒
の
カ
ク
ル
シ
ス
を
行
な
う
に
あ
る
。

(
L
a
n
g
e
n
s
c
h
e
i
d
文
庫
の
独
訳
）

E
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 b
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g
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S
p
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h
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 d
e
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e
n
 
W
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e
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fiir 
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d
e
n
 
v
e
r
s
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h
i
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d
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 T
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v
o
n
 gegenwiirtig 
h
a
n
d
e
l
n
d
e
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 P
e
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o
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 u
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悲
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リ
一
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ー
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ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
、
作
詩
術
に
つ
い
て
（
詩
論
）
、

6
章
。

と
は
厳
粛
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ま
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、
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範
囲
の
あ
る
行
動
（
〔
n〕
p
r
a
x
i
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nicht durch erz
助
lenden
Bericht, 
durch Mitleid und Furcht die 

Liiuterung der Empfindungseii1driicke 
clieser
ふ
t
abschliesslich 

zu 
stande bringend. 

(
T
h
e
 writer 
w
o
u
l
d
 like 
to 
h
a
v
e
 this 
introduction to, 

for 
a
 re
s
u
m
e
 in・ 
English of 

this 
article.) 

For. 
a
u
g
h
t
 I
 k
n
o
w
 to 
the 
contrrry, 

hitherto 
there 
m
a
y
 h
a
v
e
 
b
e
e
n
 
n
o
 
articles 
containing 

exhaustive 

如
op
如
in
the n
a
r
r
o
w
 sense 
about Aristotle's 

elusive 
words, 
theoria 
a
n
d
 catharsis, m

u
c
h
 less 
a
n
y
 written 

w
o
r
k
s
 criticising 

the 
a
b
o
v
e
 la
てopta,.
A
n
d
 but for 
the latter 

critique 
his 
erudition 

a
n
d
 strong 
m
e
m
o
r
y
,
 

id 
est, 
his 
political 
a
n
d
 social 
k
n
o
w
l
e
d
g
e
 including his 

extensive 
information 

about 
the 
positive 
law, 
in 

so 
far 
as 
it 
is 
narrated, 

w
o
u
l
d
 b
e
 nothing but the above la-rop

ん
t:,,
not 

e冗
,a-r~µ'T/
different f

r
o
m
 66
合
a,
t
h
o
u
g
h
 

it 
is 
too m
u
c
h
 to 
say that 

his 
great 
learning 

narrated 
w
o
u
l
d
 b
e
 a
 farce. 
This is 
the 
reason w
h
y
 I
 should 

like 
to 
try 
to 
write the 

afore-mentioned 
la-ro.pfae 

about 
Aristotle's 

t
w
o
 
words, 
together 

w
i
t
h
 
m
y
 o
w
n
 

criticisms 
o
n
 the matters, 

in 
the present m

e
m
o
i
r
s
 ;
 he
n
c
e
 m
y
 earnest 
w
i
s
h
 that 
this 
w
o
r
k
 of 
m
i
n
e
 
w
o
u
l
d
 

pertain 
to 
the 
epistemology or 

philosophical 
m
e
t
h
o
d
o
l
o
g
y
 iri 
Aristotle's 

political 
science, 
to 
c
o
m
e
 
out 
in 

n
e
w
 attire. 
A
n
d
 granted that 

m
y
 w
o
r
k
 really 
does so, 
"
 I
 believe," 

just 
as 
Grote does, 

"
 the supposition 

こ
of 
a
 double doctrine 

to 
b
e
 mistaken in 

regard 
to 
Aristotle." 

Last but not least, 
I
 mu
s
t
 write herein that 

magistris 
pietatis 
causa 
h
o
c
 o
p
s
c
u
l
u
m
 dedicat auctor. 

公
George
Grote
廷
獣
囲
頌
養
邸
紐
尖
ミ
’
蒻
俎
榔
碍
知
0
炉
紅
邸
艇
゜
い
-
{
.
,
_
，
い
ふ
一
＜
榊
舶
頃
託
叫
榔
玲
雌
輝
廷
起
茶
「
銀
碑
」

（̀
函
terik6s)'
「＜
4
裕
忌
」
(exoterik6s)

Q
 c-,輿
i村
器
心
韻
....l
女
心
ニ
ム
＾
冷
'
、
n
心
J...廷
9」
Q
esoterik6s

心
二
^̂1/,lg
廷
ミ
ー
キ
ト
ヽ
r<
(Loukian6s) 

Iト
ヤ
ー
-
卜
Q
憾
綴
心
掛
拒
浙

自
ギ
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テ
オ
ー
リ
ア
の
真
義
と
政
治
学

(
1
2
0
年
頃
ー
）
の
時
代
い
ぜ
ん
に
は
用
い
ら
れ
な
か
っ
た
と
論
じ
、
さ
ら
に

．．
 
I

汀
lieve
…・:（
as
q
u
o
t
e
d
 
above) ;
 but 
it 
is 
true 
as 
to 
the 

Pythagoreans, a
n
d
 is 
not w
i
t
h
o
u
t
 s
o
m
e
 colour of 
b・uth e
v
e
n
 as 
to 
Plato," 
(
Q
u
o
t
e
d
 in 
the C
e
n
t
u
r
y
 Dictionary, "es~teri 

け
て
記
し
て
い
る
。

思
う
に
、
プ
ラ
ト
ー
ソ
の
「
パ
イ
ド
ー
ン
」
に
は
別
述
の
ご
と
き
ニ
レ
ウ
ッ
ス
の
秘
儀
の
際
の
テ
オ
ー
リ
ア
の
こ
と
が
書
か
れ
、
ピ
ュ
ー
ク
ゴ
ラ
ス

(Putha,

goras)
学
派
で
は
オ
ル
ペ
ウ
ス

(
O
r
p
h
e
u
s
)
教
の
影
響
を
受
け
た
秘
教
が
あ
り
、
ル
ー
キ
ア
ノ
ス
い
ご
に

esoterik6s
が
始
め
て
秘
教
的
の
義
に
用
い
ら
れ
、

こ
の
意
味
で

esoterikos
a
町
oatik6s
と
も
言
わ
れ
た
が
、

akroatik6s,
a
k
r
o
a
m
a
t
i
k
6
s
 
(
ア
ク
ロ
ア
ー
テ
ィ
コ
ス
、
ア
ク
ロ
ア
ー
マ
テ
ィ
コ
ス
）
は
と
も
に

ロ
授
的
の
義
で
あ
る
が
、
秘
教
的
の
意
は
な
く
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
は
口
授
的
諧
義
を

akroatikoi
l6goi
と
称
し
た
が
、

esoterik6s
を
講
義
の
区
別
に
関

し
て
用
い
な
か
っ
た
。

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
の
テ
オ
ー
リ
ア
に
つ
い
て
従
来
の
通
説
は
こ
れ
を
か
れ
の
い
う
「
第

1
形
相
」
た
る
袖
の
な
す
観
想
|
ー
静

観
す
な
わ
ち
何
物
を
も
求
め
な
い
無
我
の
心
境
そ
の
も
の
1

と
見
る
説
で
あ
り
、
こ
の
説
は
か
れ
の
「
第

1
哲
学
」
第

11
編
ま
た

は
「
ニ
コ
マ
コ
ス
倫
理
学
」
第

10
編

8
を
根
拠
と
す
る
。
し
か
し
こ
の
説
は
こ
の
テ
オ
ー
リ
ア
を
人
間
の
も
の
と
せ
ず
神
の
も
の
と

し
た
点
で
誤
り
で
あ
る
こ
と
は
後
に
テ
オ
ー
リ
ア
の
真
義
そ
の
も
の
を
論
述
す
る
と
こ
ろ
に
譲
る
。

つ
ぎ
に
上
の
ご
と
き
テ
オ
ー
リ
ア
の
通
説
的
解
釈
を
認
め
る
学
者
の
う
ち
に
は
、
こ
の
テ
オ
ー
リ
ア
を
無
条
件
的
救
済
の
信
仰
た

る
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
と
結
合
し
、
「
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
ヘ
帰
れ
、
」

(
N
u
r
i
i
c
k
z
u
 A
r
i
s
t
o
t
e
l
e
s
 !
)
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と

に
「
政
治
体
系
」
論
を
主
張
す
る
人
人
が
あ
る
。
こ
の
種
の
論
者
の
う
ち
に
は
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
の

h
o
i
o
r
g
a
n
i
k
o
i
が
機
械
論

的
因
果
の
も
と
に
あ
る
す
べ
て
の
「
諸
事
物
」
（
t岱

p
r
a
g
m
a
t
a
)
す
な
わ
ち
「
あ
ら
ゆ
る
諸
個
物
」

(
t
a
p
a
n
t
a
 h
e
k
a
s
t
a
)
を
示
す

も
の
で
あ
る
と
主
張
し
、 2

 
ま
た
は
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
の
用
い
る

s
u
s
t
e
m
a

な
る
語
も
か
か
る
意
味
の
機
械
論
的
秩
序
を
示
す
語

で
あ
る
と
強
調
し
、
あ
る
い
は
＾
＾
n
i
h
i
l
e
s
t
 
i
n
 
i
n
t
e
l
l
e
c
t
u
,
 
q
u
o
d
 n
o
n
 p
r
i
u
s
 
f
u
e
r
i
t
 
i
n
 
s
e
n
s
u
,
"
 
C

ま
ず
感
覚
の
う
ち
に
な
か
っ

テ
オ
ー
リ
ア
に
つ
い
て
の
異
説

四
八
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的
理
神
論
に
通
う
保
守
反
動
の
神
学
で
あ
り
、

の
考
は
か
っ
て
レ
ー
セ
・
フ
ェ
ー
ル
時
代
に
そ
の
経
済
機
構
を
も
っ
て
神
の

制

(
i
n
t
e
r
a
c
t
i
o
n
)

た
る

s
y
s
t
e
m
,
S
y
s
t
e
m
 

四
九

合
e
i
b
n
i
z
)

た
も
の
は
知
力
の
う
ち
に
な
い
、
）
と
い
う
有
名
な
ラ
テ
ン
文
引
用
句
を
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
の
命
題
と
考
え
、

か
れ
の
い
わ
ゆ
る
「
自

然
学
」

(
p
h
u
s
i
k
e
h
a
k
r
6
a
s
i
s
)

の
対
象
た
る
「
自
然
」

(
p
h
u
s
i
s
)
や
「
諸
自
然
物
」

(ta
p
h
u
s
i
k
a
)

を
機
械
論
た
る
近
代
自
然
科

う
え
の
ご
と
き
は
1
種
の
プ
ロ
テ
ス
ク
ン
ト
的
理
神
論
(
d
e
i
s
m
)
の
主
張
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
う
え
の
機
械
論
的
因
果
と
い
う
相

の
世
界
計
画

(
w
o
r
l
d
p
l
a
n
,
 

W
 
e
l
t
p
l
a
n
)

の
実
現
と
見
、

「
予
定
調
和
」

と
こ
れ
を
そ
の
ま
ま
承
認
し
て
信
順
す
る
人
間
が
無
条
件
に
救
わ
れ
る
こ
と
と
を
神

ll 

か
つ
こ
の
実
現
は
そ
の
開
始
後
に
は
神
の
意
思
を
離
れ
る
と
見
る
。
こ

m
 

(
l
'
h
a
r
m
o
n
i
e
 p
r
e
e
t
a
b
l
i
e
)
 

「
窓
の
な
い
単
子
」

(
m
o
n
a
d
e
s
a
n
s
 f
e
n
8
t
r
e
)
 
の
学
説
と
結
合
し
て
説
明
し
た
ラ
イ
プ
ニ
ッ

1
種
の

a
d
i
o
s
l
6
g
o
s

で
あ
る
。

D
今
日
の
デ
ン
マ
ー
ク
に
は
キ
ニ
ア
ケ
ゴ
ー
ア
神
学
の
国
内
影
響
が
少
な
い
と
と
も
に
国
民
の
大
多
数
は
少
く
と
も
形
式
的
に
国
立
教
会

(Folkekirke,
フ
ォ
ル

ゲ
キ
ア
ゲ
）
た
る
ル
ー
テ
ル
教
会
に
属
し
、
ま
た
プ
ロ
テ
ス
ク
．
ン
ト
教
会
の
う
ち
に
か
か
る
理
神
論
を
認
め
、
デ
ソ
マ
ー
ク
語
で
か
か
る
相
制
を
S

沼
tern
(
ス
ュ

ス
デ
ー
ム
）
と
称
し
、
か
か
る
世
界
計
画
を
く
9
d
e
n
p
l
a
n
(
ヴ
ェ
ル
デ
ソ
プ
ラ
ー
ン
）
と
称
す
る
も
の
が
あ
る
こ
と
を
1
9
6
5
年
に
知
っ
た
。
か
れ
ら
は
キ
ェ
ア
ケ

ゴ
ー
ア
の
キ
リ
ス
ト
教
神
学
に
対
し
て
「
再
生
」

(1,einkarnation,
レ
ニ
ン
カ
ル
ナ
ス
ィ
オ
ン
）
と
「
生
命
の
客
観
的
理
解
法
」
を
主
張
し
て
こ
れ
と
対
比
す
る
。

な
お
ツ
ュ
レ
ー
ア
ー
の
キ
ェ
ア
ケ
ゴ
ー
ア
神
学
批
判
に
つ
い
て
は
自
著
、
正
統
政
治
学
、
且
i

頁
、
注

D
参
照
。

の

い

ま

2
個
の
時
計
が
精
密
に
並
行
す
る
場
合
、
す
な
わ
ち
少
し
も
差
異
な
く
時
を
知
ら
す
と
き
に
、
両
者
の
並
行
運
動
の
説
明
が
1
種
の
広
義
の
並
行
説

G
月＇

allelism)
で
あ
る
が
、
こ
の
並
行
説
と
し
て
、
い
時
計
師
が
あ
ら
か
じ
め
両
者
の
間
に
因
果
関
係
あ
る
よ
う
工
夫
し
た
と
す
る
も
の
は
相
制
説
で
あ
り
、
固
時
計

師
が
あ
ら
か
じ
め
両
者
を
し
て
別
別
に
、
し
か
も
精
密
に
並
行
運
行
を
営
む
よ
う
細
工
し
た
と
す
る
も
の
は
予
定
調
和
説
で
あ
り
、
固
時
計
師
が
絶
え
ず
両
者
に
干

渉
し
て
並
行
運
動
を
営
ま
し
め
る
と
す
る
も
の
は
、
時
計
師
が
あ
る
機
会
に
干
渉
す
る
の
が
真
の
原
因
で
あ
る
か
ら
、
機
会
原
因
説

(08gionalism"l'hypo'

these des causes occasionnelles, 
Theorie der Gelegenheitsursache)

で
あ
る
。

mの
予
定
調
和
説
と
園
の
機
会
原
因
説
は
相
制
説
に
対
し
並
行
説

（
狭
義
）
と
も
い
わ
れ
、
機
会
原
因
は
、
一
般
的
に
言
え
ば
、
真
の
原
因
を
知
ら
ざ
る
も
の
に
は
偶
因
と
見
え
る
こ
と
が
あ
る
。
宗
教
と
関
連
し
て

mと
団
は
理
神

論
と
な
り
、
固
は
有
神
論
（
庄
g
s
m
)
と
な
る
。

テ
オ
ー
リ
ア
の
真
義
と
政
治
学

学
の
対
象
と
同
一
視
し
て
主
張
す
る
も
の
が
あ
る
。

の
プ
ロ
テ
ス
ク
ン
ト

と
し
て
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を
し
と
め
る
、
）
に
う
か
が
わ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
従
っ
て
う
え
の
忍
容
は

p
6
l
e
m
o
s

の
た
め
の
も
の
で
あ
り
、

h
a
r
m
o
n
i
a
と
両

（
忍
容
と
面
従
と
で
人
は
プ
ョ

（
う
そ
は
云
わ
ぬ
、

g
e
n
d
e
 W
e
i
s
e
^
：
（
低
姿
勢
）
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
す
る
も
の
が
出
た
。
し
か
し
こ
の
こ
,
G
e
d
u
l
d
"
と

V,
n
i
e
d
r
i
g
e
n
d
e
 W
e
i
s
e
 "
と

は
イ
ギ
リ
ス
政
治
家
が
わ
れ
も
凡
人

(plain
m
a
n
)
、
他
も
凡
人
と
し
て
意
識
す
る

friendly
rivalry
と
は
似
て
非
な
る
も
の
で

あ
り
、
こ
こ
に
い
う

•
•
G
e
d
u
l
d
"
と
,
,
n
i
e
d
r
i
g
e
n
d
e
 W
e
i
s
e
^
＾
と
は
ド
イ
ツ
の
諺
に
あ
る
•
•
G
e
d
u
l
d
i
i
b
e
r
w
i
n
d
e
t
 
alles," 

幻

（
忍
容
が
す
べ
て
を
征
服
す
る
、
）
と
か
9
•
M
i
tGe
d
u
l
d
 u
n
d
 
S
p
u
c
k
e
 fiingt 
m
a
n
 e
i
n
e
 
M
u
c
k
e
,
'
'
 

こ
の
男
1
匹
に
ま
か
せ
ろ
）

り
、
従
っ
て
「
有
機
体
」

別
述
の
ご
と
く
、

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
の
「
有
機
体
」

の
ち
に
も
詳
し
く
述
ぺ
る
ご
と
く
、
「
形
相
」

(etdos,
p
l
:
e
i
d
e
a
)

の
た
め
の
「
機
関
」

(
6
r
g
a
n
o
n
,
pl. 
6
r
g
a
n
a
,
道
具
）
で
あ

と
は
目
的
論
を
前
提
に
し
て
の
観
念
で
あ
り
、

1
種
の
知
的
体
系
で
あ
り
、
論
者
の
ご
と
き
意
味
は
存
し
な
い
。
そ
の
う
え

'̂nihil
est
…

…

9；
は
ア
リ
ス
ト
テ

ロ
ッ
ク

(
L
o
c
k
e
)

の
好
ん
で
用
い
た
も
の
で
あ
り
‘

”り

の
認
め
た
人
間
の
潜
在
的
生
得
観
念
た
る
も
h
u
s
i
s
を
否
定
し
て
い
る
。

D

自
著
、
最
高
文
芸
と
し
て
の
正
統
政
治
学
、

14
頁
。
本
論
文
、
五
六
頁
．
五
七
頁
。

の
ラ
イ
プ
ニ
ツ

(Leibniz)
は
ロ
ッ
ク
の
命
題
に
コ
ソ
マ
を
付
し
、

．．
 

g
g召
"nisi
ip咎

intell8tus,'
｀
（
た
だ
し
、
知
力
そ
の
も
の
を
除
く
、
）
と
記
し
て
潜

在
的
生
得
観
念
を
有
す
る
知
力
を
承
認
し
た
ご
と
く
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
は
ロ
ッ
ク
の
命
題
を
ラ
イ
プ
ニ
ッ
的
条
件
の
も
と
に
承
認
す
る
も
の
で
あ
る
。

な
お
無
条
件
的
救
済
の
信
仰
は
凡
人
意
識
の
も
と
正
義
と
愛
の
実
践
と
い
う
努
力
な
く
し
て
は
あ
り
え
な
い
に
か
か
わ
ら
ず
、
論

者
は
徹
底
し
た
現
実
主
義
を
主
張
し
、
そ
の
う
え
ニ
リ
ー
ト
的
自
覚
を
も
っ
て
政
治
体
系
論
を
マ
ク
ロ
経
済
学
と
結
合
し
、

新
興
科
学
上
の
必
然
の
法
則
を
発
見
し
た
と
自
負
す
る
。

n~ 

W
o
r
t
,
"
 

と
う
そ
ぶ
き
つ
つ
も
そ
の
一
面
,
,
G
e
d
u
l
d
"
 C
忍
容
）

と

,
 niedri, 

か
か
る
考
え
の
政
治
家
の
う
ち
に
は
,
,
I
c
h
 
b
i
n
 
e
i
n
 
M
a
n
n
 
v
o
n
 

か
か
る

レ
ー
ス
の
命
題
で
は
な
く
、

ロ
ッ
ク
は
こ
れ
に
よ
っ
て
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス

ま
た
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
ら
の
用
い
る

s
u
s
t
e
m
a
は、

し
か
し
こ
の
種
論
者
の
解
釈
と
異
な
り
、

(
h
o
 o
r
g
a
n
i
k
6
s
,
 
pl. 
h
o
i
 o
r
g
a
n
i
k
o
i
)
 

テ
オ
ー
リ
ア
の
真
義
と
政
治
学

五
0

と
は
、
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シ
ン'

シ
ス
を
フ
ロ
イ
ト

(
F
r
e
u
d
)

的
意
義
の
カ
ク
ル
シ
ス
と
解
す
る
。

五

に
生
じ
た
心

す
な
わ
ち
か
れ
の
有
名
な
、
上
記
の
「
悲
劇
」
の
定
義
に
お
い

D

英
語
に
も
h
o
n
o
u
r
bright (
嘩u
t
)
と
い
う
口
語
は
あ
る
が
、
そ
こ
に
は
超
人d
デ
e
r
m
e
n
s
c
h
)

意
識
や
ニ
リ
ー
ト
意
識
な
く
、•
^
D
g
d
sbefore w
o
r
d
s
"
 

を
尊
ぶ
イ
ギ
リ
ス
人
は
か
か
る
強
い
表
現
を
自
ら
進
ん
で
用
い
る
こ
と
を
好
ま
ず
、
む
し
ろ
疑
問
に
「
大
丈
夫
か
い
」
の
意
味
に
用
い
る
こ
と
が
多
い
。

の
こ
の
諺
に
お
い
て

S
符
i
d
d
（
つ
ば
き
）
を
用
い
ず
、
俗
語
の

S
p
u
c
k
e
を
用
い
、
通
常
に
用
い
ら
れ
る

M
号
k
e
を
避
け
て
そ
の
代
わ
り
と
し
て
同
意
義
の

M
u
c
k
e
を
用
い
た
の
は
ツ
ャ
レ

(a
play 
o
n
 
words)
た
る

P
月
o
d
y

(pun
と
区
別
さ
れ
る
）
の
た
め
で
あ
る
。

js.
Speichel l
e
e
k
g
1
1
庄
m

auf 

niedrigende W
e
i咎
月
h
m
e
i
c
h
e
l
n
1
1
5
l
i
c
k
one's 
shrn"s11vorneleckgund hinten kratzen 
(i'!iiflt溢
喘
呼
か
）
。
従
っ
て

S
p
u
c
k
e
(Speichel) 

と
は
日
本
語
の
「
お
杯
を
頂
戴
す
る
」
と
異
な
り
腹
背
と
い
う
意
味
を
持
ち
、
従
っ
て
日
本
語
の
「
も
み
手
」
と
か
関
西
方
言
の
「
お
つ
ゆ
を
吸
う
」
に
当
る
と
考

え
る
。

以
上
に
お
い
て
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
の
テ
オ
ー
リ
ア
を
神
の
な
す
観
想
と
見
る
通
説
と
こ
の
通
説
に
結
合
す
る
政
治
体
系
論
と
を

論
評
し
た
。

つ
ぎ
に
近
代
の
実
存
主
義
者
た
ち
は
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
の
「
形
而
上
学
」
第
11
巻
の
テ
オ
ー
リ
ア
に
つ
い
て
こ
れ
は

人
間
の
行
為
で
あ
る
と
し
、
各
個
人
の
弁
証
法
的
行
為
で
あ
る
と
解
す
る
。
す
な
わ
ち
こ
の
派
の
学
者
は
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
が
代

代
、
医
を
業
と
す
る
家

(oikos,
f
a
m
i
l
y
)

に
生
れ
た
こ
と
、

か
れ
の
「
詩
論
」
（
前
出
）
で
い
う
カ
ク
ル
シ
ス

(
k
a
t
h
a
r
s
i
s
)

を
か

れ
の
「
政
治
学
」
（
後
述
）
で
は
医
療
と
し
て
の
カ
ク
ル
シ
ス
（
排
セ
ッ
、

p
u
r
g
a
t
i
o
n
)

に
た
と
え
た
こ
と
な
ど
か
ら
か
れ
の
カ
ク
ル

て
か
れ
が
「
こ
の
よ
う
な
諸
情
緒
」
と
記
し
て
い
る
の
を

o
p
p
r
e
s
s
i
v
e
m
o
o
d
s

で
あ
る
同
所
の

(
p
h
6
b
o
s
)

と
解
し
、
こ
れ
ら
の

m
o
o
d
s

の
圧
迫
に
よ
り
性
欲
を
中
心
と
す
る
諸
欲
情

(6rexeis,
sing. 
6
r
e
x
i
s
)
 

の
シ
コ
リ
を
言
行
に
よ
っ
て
外
へ
排
セ
ッ
す
る
の
が
か
れ
の
い
う
、
悲
劇
の
効
果
た
る
カ
ク
ル
シ
ス
で
あ
る
と
解
し
、

の
結
果
、

か
れ
の
テ
オ
ー
リ
ア
に
う
え
の
ご
と
き
実
存
主
義
的
解
釈
を
下
す
。
な
お
か
か
る
論
者
の
う
ち
に
は
カ
ク
ル
シ
ス
に
レ
ッ

(
L
e
s
s
i
n
g
)

的
道
徳
的
解
釈
を
与
え
る
の
は
カ
ニ
が
甲
ら
に
合
わ
せ
て
穴
を
掘
る
に
等
し
い
と
高
所
に
立
っ
て
冷
笑
す
る
も

テ
オ
ー
リ
ア
の
真
義
と
政
治
学

「
同
情
」

(eleos)

と
「
恐
怖
」

か
か
る
解
釈

立
し
な
い
も
の
で
あ
る
。
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ー
ス
は
こ
れ
を
も
っ
て
ま
っ
た
く
の
偶
然

i代
ギ
リ
シ
ャ
で
は
テ
ュ
ケ
ー

(tukhe) 

(
t
h
e
m
i
s
)

す
な
わ
ち
機
械
論
的
因
果
と
解
し
、
こ
の
テ
ミ

テ
オ
ー
リ
ア
の
真
義
と
政
治
学

劇
詩
人
工
ウ
リ
ビ
デ
ー
ス

そ
の
結
果
う
え
の
ご
と
き

D
P
o
l
i
t
i
k
e
h
,
 8
"
7
.
 

め
そ
の
傑
作
「
賢
人
ナ
ー
ク
ソ
」

(Nathan
der W
e
窟
i
)
の
う
ち
の
物
語
り
—
ユ
ダ
ヤ
教
と
キ
リ
ス
ト
教
と
回
教
と
い
ず
れ
が
正
し
い
か
と
の
回
教
国
王
の
問

い
に
対
し
、
ナ
ー
ク
ソ
は
次
の
物
語
り
を
し
た
。
昔
、
あ
る
家
で
、
愛
の
力
の
あ
る
蛋
白
石

(
0
ぼ
l

)

の
指
輪
1
個
を
最
愛
の
子
に
与
え
て
家
宝
と
し
て
伝
え
る
シ

キ
ク
リ
が
始
め
ら
れ
て
い
た
が
、

3
人
の
子
を
等
し
く
愛
す
る
親
が
イ
ミ
テ
ー
シ
ョ
ソ

2
個
を
作
り
、
わ
か
ら
ぬ
よ
う
に
し
て
3
人
の
子
に
い
ず
れ
も
真
物
と
称
し

て
与
え
た
，
こ
れ
の
真
偽
が
法
廷
で
争
わ
れ
た
と
き
定
め
か
ね
た
裁
判
官
は
清
ら
か
な
愛
を
求
め
競
争
せ
よ
、
そ
れ
に
勝
っ
た
も
の
が
真
の
石
を
持
つ
と
判
決
し
た

。
こ
の
勅
菌
り
を
聞
い
た
回
教
国
王
は
ナ
ー
ク
ン
に
友
に
な
っ
て
く
れ
と
頼
ん
だ
。
こ
の
物
語
り
中
に
あ
る
蛋
白
石
は
誕
生
石
（
b
庄
h
s
t
o
n
e
)
1
1
月
の
ザ
ク
ロ

石

(
g
月
net)
に
始
ま
る
ー
の
う
ち
10
月
の
そ
れ
で
あ
る
。
こ
れ
を
持
つ
も
の
に
幸
運
を
も
た
ら
す
と
信
ぜ
ら
れ
た
。

な
お
う
え
の
実
存
主
義
者
の
う
ち
い
っ
そ
う
深
い
研
究
を
な
す
も
の
は
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
（
茸
3
芸
ー
3

終
）
直
前
の
ギ
リ
シ
ャ
悲

(
E
u
r
i
p
i
d
e
s
)
 C
1
l
f
J
4
8
0ー

4
0
6
)

が
人
間
の
運
命
を
ま
っ
た
く
の
偶
然
と
考
え
、

徹
底
し
た
個
人
主
義
的
実
存
主
義
の
方
向
へ
大
い
に
向
っ
た
が
、
こ
の
エ
ウ
リ
ビ
デ
ー
ス
の
考
え
を
実
存
主
義
の
面
で
徹
底
せ
し
め

た
の
が
、

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
の
上
述
の
ご
と
き
実
存
主
義
で
あ
る
と
主
張
す
る
。

こ
れ
を
説
明
す
る
に
、
そ
も
そ
も
「
運
命
の
皮
肉
（
い
た
ず
ら
）
」
（
t
h
e
i
r
o
n
y
〔

w
h
i
m
J

゜ff
a
t
e
)
-ー
紅
溢
迫
o

不
連
を
含
み
ヽ

悲
割
の
場
合
は

tragic
i
r
o
n
y
ー
~
と
い
う
語
は
日
本
語
の
「
合
縁
奇
縁
」
が
広
義
に
お
い
て
意
味
す
る
も
の
に
当
る
が
、
古
代
ギ

リ
シ
ャ
の
弁
神
論

(
t
h
e
o
d
i
c
y
)

い
ぜ
ん
に
お
い
て
は
こ
れ
を
テ
ミ
ス

ニ
ウ
リ
ビ
デ

ス
は
神
神
を
も
拘
束
す
る
と
考
え
た
。
し
か
る
に
こ
の
「
運
命
の
皮
肉
」
を
弁
神
論
の
立
場
か
ら
説
明
す
る
の
は
至
難
の
1
つ
で
あ

り
、
そ
の
う
ち
「
偶
然
」
と
見
え
る
運
命
に
つ
い
て
こ
れ
を
＾
＾
c
a
s
u
s
p
r
o
v
i
d
e
n
t
i
a
e
 "
と
見
る
哲
学
者
も
出
た
が
、

を
広
義
の
運
命
よ
り
も
こ
の
ま
っ
た
＜

D
自
著
、
最
高
文
芸
と
し
て
の
正
統
政
治
学
、

24
頁
3

の
も
あ
る
。

五
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の
偶
然
の
意
味
に
用
い
る
場
合
が
多
い
—
ー
と
解
し
、

五一

か
か
る
運
命
が
人
間
を
も
神
を
も
支
配
し
て
い
る
結
果
、
神
も
人
も
正
義
と

の

め

愛
の
カ
ッ
ト
ゥ
に
悩
む
も
の
で
あ
る
こ
と
を
か
れ
の
作
品
た
る
「
メ
ー
デ
イ
ア
」
(
M
e
h
d
e
i
a
)
や
「
ニ
ー
レ
ク
ト
ラ
」
（
回
e
k
t
r
a
)

ハ

に
描
い
て
、
徹
底
し
た
実
存
主
義
そ
の
も
の
を
は
っ
き
り
と
主
張
し
た
と
い
い
え
な
い
に
し
て
も
、
大
い
に
こ
の
主
義
に
向
っ
た
こ

D
自
著
、
最
高
文
芸
と
し
て
の
正
統
政
治
学
、

82
頁。

幻
「
メ
ー
デ
イ
ア
」
夫
の
背
信
か
ら
、
わ
が
子
ど
も
た
ち
ま
で
殺
す
母
を
描
く
。
こ
れ
は
近
代
に
い
た
り
D
e
l
a
c
r
o
i
x
の
作
品
、
「
狂
え
る
メ
・
ー
デ
イ
ア
」

(
M包
含

f
u
r
i
e
u
s
e
)
と
い
う
名
画
を
生
ん
だ
。

の
「
エ
ー
レ
ク
ト
ラ
」
父
の
仇
を
う
っ
た
め
兄
弟
(
b
r
o
t
h
e
r
)
を
し
て
母
を
殺
さ
し
め
る
女
性
の
行
動
と
こ
の
母
殺
し
を
す
す
め
た
ア
ポ
ロ
神
の
態
度
に
大
い
に

疑
問
を
示
す
作
品
。
近
代
の
精
神
分
析
学
が
E
l
e
c
t
r
a
c
o
m
p
l
e
x
な
る
称
を
認
め
る
の
は
こ
の
作
品
の
影
響
。

0

イ
ギ
リ
ス
の
小
説
家
T
h
o
m
a
s
H
a
r
d
y
は
運
命
の
皮
肉
の
う
ち
「
偶
然
」
と
見
え
る
運
命
を
盲
目
的
な
宇
宙
意
志
の
支
配
た
る
ま
っ
た
く
の
偶
然
と
解
す
る

結
果
、
徹
底
し
た
個
人
主
義
的
実
存
主
義
を
主
張
し
、
s
e
x
の
解
放
を
強
調
し
た
C

そ
の
代
表
作
、
T
g
s
of 
the 
D
'
U
b
e
r
v
i
l
l
g
(
1
8
9
1
)
.
こ
の
T
e
器
は
そ

の
後
の
作
J
u
d
e
(
1
8
9
6
)
と
と
も
に
そ
の
当
時
、
ョ
論
の
激
し
い
非
難
を
う
け
た
の
で
そ
れ
い
ご
は
詩
作
に
転
じ
、
ナ
ボ
レ
オ
ソ
戦
争
を
主
題
と
し
た
大
作
叙
事

詩
劇
T
h
e
D
y
n
a
s
t
s
 
(
1
9
0
8
)
を
残
し
、
こ
の
巨
編
に
よ
る
世
界
的
名
声
に
よ
っ
て

O
.
M
.
を
得
た
。
ハ
ー
デ
ィ
の
運
命
観
は
ギ
リ
ッ
ャ
語
の
ア
テ
ー
(
a
t
e
)

ー
ー
神
神
の
盲
目
的
な
支
配
を
意
味
す
る
ー
|
を
連
想
せ
し
め
る
。

な
お
ハ
ー
デ
ィ
の
当
時
、
T
e
n
n
y
s
o
n
(
1
8
0
9
1
9
2
)
は
夫
婦
愛
を
美
し
い
道
徳
と
し
て
強
調
し
、
W
g
・
d
s
w
o
r
t
h
(
自
著
、
英
国
刑
事
公
民
政
治
史
序
説
、
付
録
、

1
9
,
2
0
頁
）
に
継
い
で
桂
冠
詩
人
に
任
ぜ
ら
れ
た
(
1
8
5
0
|
9
2
)
。
こ
の
ワ
ー
ズ
ワ
ス
も
晩
年
は
神
と
国
法
を
尊
重
す
る
思
想
家
と
し
て
ョ
論
の
絶
大
な
支
持
を
受

け
て
い
た
。

最
後
に
、
ま
っ
た
く
の
偶
然
を
認
め
る
運
命
観
を
東
洋
に
求
め
る
と
、
「
因
業
」
（
イ

x
ゴ
ウ
、
h
e
t
u
,
K月
m
a
)
ま
た
は
「
四
柱
」
と
い
う
遠
因
が
「
縁
」

(
p
r
a
t
y
a
y
a
)
ま
た
は
他
の
機
会
と
合
す
る
と
き
、
ま
っ
た
＜
偶
然
に
生
じ
る
結
果
を
認
め
る
バ
ラ
モ
ソ
的
ま
た
は
中
国
的
な
運
命
観
が
あ
り
、
い
ま
な
お
わ
が
国

に
お
け
る
封
建
思
想
の
中
核
を
な
し
て
い
る
。

近
代
の
実
存
主
義
者
た
ち
は
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
の
テ
オ
ー
リ
ア
を
か
れ
の
カ
ク
ル
シ
ス
と
の
関
係
で
う
え
の
ご
と
く
論
述
す
る
。

こ
れ
を
論
評
す
る
に
、

と
は
明
白
で
あ
る
。

ま
ず
こ
の
派
の
学
者
が
テ
オ
ー
リ
ア
を
神
の
も
の
と
考
え
ず
に
人
間
の
も
の
と
考
え
た
こ
と
は
、
後
に
論
ず

テ
オ
ー
リ
ア
の
真
義
と
政
治
学
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れ
と
通
じ
る
の
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
後
に
述
べ
る
。

る。 す
る
。

テ
オ
ー
リ
ア
の
真
義
と
政
治
学

つ
ぎ
に
こ
の
派
の
学
者
た
ち
が
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
が
医
家
に
生
れ
た
こ
と
な
ど
の
上
述
の
理
由
で
か
れ
の
い
わ
ゆ
る
カ
ク
ル
シ

ス
な
る
語
の
意
味
を
離
れ
て
か
れ
の
テ
オ
ー
リ
ア
を
解
し
え
な
い
と
す
る
の
も
正
し
い
。
し
か
し
そ
れ
を
理
由
と
し
て
テ
オ
ー
リ
ア

を
う
え
の
ご
と
く
解
す
る
の
は
早
計
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
後
に
論
述
す
る
。

つ
ぎ
に
こ
の
派
の
学
者
た
ち
は
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
が
正
義
や
愛
を
主
張
し
た
こ
と
を
か
な
ら
ず
し
も
否
定
す
る
も
の
で
は
な
か

ろ
う
。
し
か
し
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
が
道
徳
上
の
主
張
を
し
た
事
実
を
認
め
る
も
の
た
ち
も
か
れ
が
こ
の
主
張
を
し
た
の
は
か
れ
の

い
わ
ゆ
る
通
俗
講
演

(
e
x
o
t
e
r
i
k
6
s
,
pl. 
ex01terikoi) 

ア
ク
ロ
ア
ー
テ
ィ
コ
ス
、

a
k
r
o
a
t
i
k
6
s
,
pl. 
a
k
r
o
a
t
i
k
o
i
)

に
お
い
て
で
な
い
と
し
、

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
が
う
え
の
ご
と
き
名
称
を
も
っ
て

2
種
の
講
演
を
行
っ
た
こ
と
は
真
実
で
あ
る
が
、

か
れ
に
つ
い
て

d
o
u
b
l
e
d
o
c
t
r
i
n
e
説
を
採
用

か
れ
が

d
o
u
b
l
e

d
o
c
t
r
i
n
e
を
有
し
た
と
考
え
が
た
い
こ
と
は
か
れ
の
テ
オ
ー
リ
ア
と
カ
ク
ル
シ
ス
に
つ
い
て
の
正
し
い
理
解
に
よ
っ
て
明
ら
か
と
な

な
お
一
部
の
学
者
が
ェ
ウ
リ
ビ
デ
ー
ス
に
つ
い
て
う
え
の
ご
と
く
主
張
す
る
と
こ
ろ
は
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
と
の
関
連
を
離
れ
て

は
正
し
い
。
し
か
し
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
の
テ
オ
ー
リ
ア
の
意
義
が
論
者
の
主
張
す
る
が
ご
と
き
も
の
で
な
い
と
す
れ
ば
、
論
者
が

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
が
ェ
ウ
リ
ビ
デ
ー
ス
の
思
想
を
実
存
主
義
的
に
徹
底
せ
し
め
た
と
す
る
は
早
計
で
あ
る
。
む
ろ
ん
ア
リ
ス
ト
テ

レ
ー
ス
の
詩
お
よ
び
劇
に
関
す
る
思
想
は
当
時
の
悲
劇
作
家
の
思
想
と
通
じ
る
も
の
が
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
は
ソ
ボ
ク
レ
ー
ス
の
そ

る
ご
と
く
正
し
い
C

に
お
い
て
で
あ
っ
て
、

か
れ
の
い
わ
ゆ
る
口
授
講
演
（
ク
ジ
ュ
コ
ウ
エ
ン
、

五
四
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テ
オ
ー
リ
ア
の
真
義
と
政
治
学

pl. 
p
r
O
t
a
i
 
hulai,
ー

r
ド
ー
ミ
）
に
分
け
る
。

以
上
に
お
い
て
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
の
テ
オ
ー
リ
ア
に
関
す
る
従
来
の
諸
種
の
解
釈
を
述
べ
、

述
し
た
。

し
か
ら
ば
こ
の
テ
オ
ー
リ
ア
の
真
義
は
何
ぞ
や
。

思
う
に
近
代
の
実
存
主
義
者
た
ち
が
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
が
医
家
に
生
れ
た
こ
と
な
ど
の
理
由
で
、

ス
の
意
義
を
離
れ
、

か
れ
の
テ
オ
ー
リ
ア
の
意
義
を
解
し
え
な
い
と
す
る
は
、
す
で
に
述
べ
た
ご
と
く
、
そ
こ
ま
で
は
正
し
い
。
し

か
し
か
れ
ら
の
理
解
す
る
か
れ
の
い
わ
ゆ
る
カ
ク
ル
シ
ス
の
意
義
は
正
し
く
な
い
。
し
か
ら
ば
こ
の
カ
ク
ル
シ
ス
の
正
し
い
意
義
は

n~ 

こ
の
カ
ク
ル
シ
ス
に
つ
き
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
は
わ
た
く
し
の
本
論
述
に
す
で
に
引
用
し
た
「
悲
劇
」
の
定
義
に
お
い
て
記
述
す

る
。
そ
の
正
確
な
る
意
義
を
知
る
た
め
に
は
こ
の
ギ
リ
シ
ャ
語
本
文
を
読
む
と
と
も
に
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
の
認
め
る
芸
術
の
意
義

本
論
文
、
四
五
頁
。

テ
オ
ー
リ
ア
の
真
義

五
五

い
ず
れ
も
正
し
く
な
い
む
ね
を
論

か
れ
の
い
わ
ゆ
る
カ
ク
ル
シ

＂り

ま
ず
か
れ
の
認
め
る
芸
術
と
は
自
然
物
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
か
れ
は
「
事
物
」

(
t
o
p
r
A
g
m
a
,
 pl. 
t
a
 
p
r
a
g
m
a
t
a
)
を
分
け

て
「
神
」

(
t
h
e
6
s
)

す
な
わ
ち
「
第
1
形
相
」

G
r
O
t
o
n
e
i
d
o
s
)

と
「
個
物
」
・

(
t
o
h
e
k
a
s
t
o
n
,
 pl. 
t
a
 
h
e
k
a
s
t
a
)

と
な
し
、
さ
ら

に
「
個
物
」
を
「
自
然
物
」

1) 
を
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

何
で
あ
ろ
う
か
。

3
 

(
t
o
 p
h
u
s
i
k
6
n
,
 pl. 
t
a
 p
h
u
s
i
k
a
)

と
・
「
人
工
物
」

(
t
o
p
l器
t
6
n
●
,

pl. 
t
a
 
plasta) 
の
2
に
分
け
、

な
お
ま
た
「
自
然
物
」
を
「
有
槻
体
」

(
h
o
o
r
g
a
n
i
k
6
s
,
 
pl. 
h
o
i
 
organikol.)

と
「
第
1
質
料
」

(
p
r
O
t
e
h
u
l
e
,
ー
ヒ
ュ
ー
レ
9
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芸
術
と
は
う
え
の
ご
と
き
、

「
人
工
物
」
の
「
形
相
」
を
模
倣
す
る
術
で
は
な
く
、

つ
ぎ
に
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
に
よ
れ
ば
、
芸
術
と
は
う
え
の
「
自
然
物
」
に
一
部
隠
さ
れ
一
部
示
さ
れ
た
「
形
相
」
を
模
倣
す
る

意
味
で
の
「
模
倣
（
ミ
ー
メ
ー
ス
ィ
ス
）
の
術
（
テ
ク
ネ
ー
）
」
で
あ
る
。
こ
の
「
形
相
」
は
「
諸
事
物
の
自
然
」

(
p
h
窟
is
p
r
a
g
m
a
t
o
n
,
 

n
a
t
u
r
a
 r
e
r
u
m
)

と
も
称
せ
ら
れ
、
あ
ら
ゆ
る
「
事
物
」
に
内
在
し
、
た
だ
「
第
1
質
料
」
に
の
み
内
在
し
な
い
。
従
っ
て
「
形
相
」

(
m
e
t
a
b
o
l
e
i
)
・
「
変
動
」

(kinesis,

運
動
）

は
「
人
工
物
」
も
こ
れ
を
有
し
て
い
る
。

り

「
生
長
」

(
g
e
n
e
s
i
s
)

の
「
4
原
理
」

(tettarei:i

a
r
k
h
a
i
,
 
sing. 
a
r
k
h
e
h
)
1
1

「
4
原
因
」

(tettares
aitiai, 
sing. 
atiia

ア
イ

テ
ィ
ア
ー
）
と
し
て
①
「
質
料
」
。
⑰
「
形
相
」
。
③
「
変
動
原
理
」

(
a
r
k
h
e
h
tes 
k
i
n
e
h
s
e
o
s
)
。
伯
「
目
的
因
」

(
t
o
ho1l 
h
e
n
,
 

e
k
a
)
を
挙
げ
て
い
る
。
こ
れ
を
家
屋
に
た
と
え
る
と
、
そ
の
デ
サ
イ
ン
は
「
形
相
」
で
あ
り
、
大
工
な
ど
の
働
き
は
「
変
動
原
理
」

で
あ
り
、
木
材
ま
た
は
鉄
筋
な
ど
は
「
質
料
」
で
あ
り
、
そ
の
家
屋
内
に
居
住
し
よ
う
と
す
る
目
的
が
「
目
的
因
」
で
あ
る
。
従
っ

て
こ
の
場
合
の
「
形
相
」
は
「
自
然
物
」
の
形
相
と
ち
が
っ
て
生
物
進
化
的
な
再
生
(
p
a
l
i
n
g
e
n
e
s
i
s
)
上
の
主
体
た
る
厳
密
な
意
味

G
 

の
「
実
体
」
で
は
な
い
。

D

自
著
、
最
高
文
芸
と
し
て
の
正
統
政
治
学
、

109頁。

幻

め

0

「
変
化
」
ほ
「
変
動
」
の
ほ
か
生
滅
を
も
含
み
、
「
変
動
」
は
「
生
長
」
の
ほ
か
「
必
然
」
（
後
述
）
な
ど
を
含
む
。
な
お
「
変
動
」
・
「
生
長
」
に
つ
い

て
は
前
掲
自
著
、

14
頁、

15
頁
参
照
。
の
前
掲
自
著
、

14
頁。

あ
り
、

し
か
も
「
自
然
物
」
中
の
「
第
1
質
料
」
は
「
形
相
」
を
有
し
な
い
か
ら
、
芸
術
と
は
．
「
有
機
体
」
の
「
形
相
」
を
模
倣
す

ll 

る
術
で
あ
る
。
従
っ
て
こ
の
「
形
相
」
は
上
述
の
ご
と
き
「
実
体
」
で
あ
り
、

「
人
工
物
」
に
お
け
る
「
変
化
」

D

自
著
、
最
高
文
芸
と
し
て
の
正
統
政
泊
学
、

109頁。

テ
オ
ー
リ
ア
の
真
義
と
政
治
学

「
有
機
体
」
と
は
「
形
相
」
の
た
め
の
「
機
関
」
と

「
自
然
物
」
の
「
形
相
」
を
模
倣
す
る
術
で

を
含
む

五
六
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以
上
の
ご
と
き
意
味
で
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
は
目
的
論
的
宇
宙
観
を
有
し
た
。
と
は
い
え
か
れ
が
機
械
論
を
ぜ
ん
ぜ
ん
認
め
な
か

っ
た
と
い
う
の
で
は
な
い
。
か
れ
は
例
外
で
は
あ
る
が
、
機
械
論
的
因
果
と
ま
っ
た
＜
偶
然
な
も
の
を
認
め
た
。
こ
の
点
で
か
れ
は

デ
ー
モ
ク
リ
ト
ス

を
多
少
と
も
継
承
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

し
た
が
、
デ
ー
モ
ク
リ
ト
ス
は
唯
物
論
を
主
張
し
て
「
ア
ト
ム
」

(to
a
t
o
m
o
n
,
 pl. 
ta 
a
t
o
m
a
)

と
「
空
虚
」

(to
k
e
n
o
n
)
を
認

め
、
か
れ
の
い
わ
ゆ
る
「
必
然
」

(
a
n
a
g
k
e
,

ア
ナ
ソ
ケ
ー
）
の
称
の
も
と
に
機
械
論
的
因
果
を
認
め
た
。
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
も
、

「第
1
質
料
」
の
「
変
動
」
に
つ
い
て
は
前
述
の
「
生
長
」
を
認
め
ず
、
こ
の
「
必
然
」
と
い
う
「
変
動
」

ll

の

を
認
め
、
ま
た
「
ま
っ
た
＜
偶
然
な
も
の
」

(to
s
u
m
b
e
b
e
k
6
n
,
 
c
o
n
t
i
n
g
e
n
c
y
,
 
t
o
 
a
u
t
6
m
a
t
o
n
)
 
を
認
め
た
。
か
れ
の
こ
の
例

筍

外
に
つ
い
て
の
主
張
を
も
っ
て
ま
っ
た
く
の
欠
点
と
な
す
あ
る
学
者
は
「
第
1
質
料
」
は
実
際
は
存
し
な
い
と
い
う
。
し
か
し
も
っ

と
も
進
ん
だ
新
興
物
理
学
で
も
そ
の
い
わ
ゆ
る
巨
視
的
現
象
に
お
い
て
機
械
論
を
否
定
し
な
い
の
を
見
る
と
、

の
う
え
の
例
外
に
つ
い
て
の
主
張
を
ま
っ
た
く
の
誤
り
と
な
す
を
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

D

a

 chanee. event
の
音
保
も
あ
る
。
こ
の
音
幽
否
J

は

pl.
ta 
s
u
m
b
e
b
e
k
a
 

幻

Phusika,
2
"
4
,
 
1.
し
か
し
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
は
他
の
書

(Meta
phusika,11. 3
,
 
2
)

で
は

に
用
い
て
い
る
。

の
波
多
野
精
一
、
西
洋
哲
学
史
要
、

76
頁。

つ
ぎ
に
ア
リ
ス
ト
テ

y
ー
ス
に
よ
れ
ば
、
芸
術
は
「
第
1
形
相
」
の
模
倣
で
は
な
く
、

テ
オ
ー
リ
ア
の
真
義
と
政
治
学

例
外
的
で
は
あ
る
が
、 (

D
e
m
6
k
r
i
t
o
s
)
 

1) 
し
て
そ
の
意
味
で
「
有
機
体
」
と
名
付
け
ら
れ
、
従
っ
て
「
有
機
体
」
は
そ
れ
自
身
の
目
的
と
自
由
を
有
し
て
い
て
、
こ
の
自
由
は

「
普
遍
的
な
も
の
、
す
べ
て
に
存
す
る
一
般
的
な
も
の
」

(t<'>katholil

&
n•to 

epi pasi koin6n) 

人
間
に
お
い
て
も
っ
と
も
進
化
し
て
い
る
。

五
七

そ
も
そ
も
プ
ラ
ト
ー
ン
は
完
全
な
目
的
論
を
主
張

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス

tekhneh
に
対
し

empeiria
(
単
な
る
経
験
）
の
意
味

「
自
然
物
」
の
「
形
相
」
の
模
倣
で
あ
る
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と
見
、

4
0
6
)
 

ら
れ
る
。

し
か
も
こ
の
運
命
は
、

テ
オ
ー
リ
ア
の
真
義
と
政
治
学

を
連
想
せ
し
め
る
。

「
ニ
ー
デ
ィ
プ
ス
11

コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
」

(
O
d
i
p
u
s
、

か
れ
の
大
作

「
オ
イ
デ
ィ

他
面
に
お
い
て
そ
の
ゴ
ウ
慢
（
尊
大
、

(
h
u
p
e
r
e
p
h
a
n
i
a
,
 

が
ゆ
え
に
、
芸
術
の
対
象
が
人
間
で
あ
る
場
合
、
そ
の
人
間
は
う
え
の
ご
と
く
自
由
で
あ
る
と
と
も
に
運
命
の
支
配
を
受
け
る
と
せ

か
れ
の

h
e
p
h
u
s
i
s
 
p
o
i
e
i

の
語
の
意
味
か
ら
見
て
も
、

m
o
i
r
a
1
正
義
と
愛
に
よ
る
神
の
摂

理
I

で
あ
り
、
従
っ
て
運
命
の
皮
肉
（
前
述
）
は
広
義
の

c
a
s
u
s
p
r
o
v
i
d
e
n
t
i
a
e

で
あ
る
。
こ
れ
に
反
し
て
徹
底
し
た
個
人
主
義

の
実
存
主
義
を
主
張
す
る
も
の
は
、
運
命
を
ま
っ
た
く
の
偶
然
と
解
す
る
場
合
が
多
い
が
、
実
存
的
個
人
は
そ
の
主
体
性
(
S
u
b
j
e
k
t
,

ivitat)

の
た
め
い
か
な
る
意
味
の
運
命
の
支
配
を
受
け
な
い
と
主
張
す
る
。

D
自
著
、
最
高
文
芸
と
し
て
の
正
統
政
治
学
、

18
頁
C

⑳

m
o
i
r
a
 ('1= 1
'
7
)
1
1
こ
の
語
は
m
o
r
i
o
n
(
$
0
-
)
と
関
係
が
あ
り
、
本
文
の
意
味
で
は

k
6
s
m
o
s
(
U
汎
中
¥
)
ー
匹
益
O
S

に
対
し
て
宇
宙
の

t苔
xis
を
意

味
す
る
ー
~
で
あ
り
、
か
つ
道
徳
的
秩
序
。
m
o
r
i
o
nは
本
論
文
中
に
引
用
さ
れ
た
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
の
悲
劇
の
定
義
中
に
も
用
い
ら
れ
る
。

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
の
上
述
の
ご
と
き
芸
術
観
は
か
れ
の
直
前
の
悲
劇
作
家
ソ
ポ
ク
レ
ー
ス

(
S
o
p
h
o
k
l
e
s
)
 

後
者
は
そ
の
作
品
に
お
い
て
人
間
の
偉
大
な
る
性
格
が
そ
の
カ
タ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー

c
a
t
a
s
t
r
o
p
h
e
)

の
際
に
も
よ
く
持
ち
こ
た
え
、

悲
劇
の
主
人
公
が
そ
の
偉
大
な
る
性
格
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

ll 

a
r
r
o
g
a
n
c
e
)

の
た
め
あ
く
ま
で
運
命
に
抗
し
よ
う
と
し
て
そ
こ
に
自
己
の
破
滅
を
招
い
た
と
考
え
る
。

2
 

プ
ス
王
」
が
有
名
で
あ
る
。
し
か
し
そ
こ
に
は
フ
ロ
イ
ト

(
F
:
c
e
u
d
)

の
い
う

k
o
m
p
l
e
x
)

が
主
張
さ
れ
て
い
な
い
の
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
°

D

ア
ラ
ム
語

r
a
h
a
b
と
関
係
す
る
ル
ー
ハ

(r6kha)
は

pride
に
当
り
、
以
下
の
例
な
ど
で
は

arrogance
を
意
味
す
る
C

a
n
d
 pride 
(r6kha) 
goes 
before 
misfortune 
(Proverbs, 
1
6
"
1
8
)
 
(Translation 
b
y
 L
a
m
s
a
)
.
 

五
八

（菩
4
9
6
?
4
9
5
?
ー

(
k
a
t
a
s
t
r
o
p
h
e
h
,
 

そ
こ
に
崇
高
美

(
t
h
e
s
u
b
l
i
m
e
)

と
し
て
の
悲
壮
美

(
t
h
e
t
r
a
g
i
c
)

が
あ
る
と
し

た
。
し
か
も
か
れ
は
こ
の
運
命
の
皮
肉
を
ェ
ウ
リ
ピ
デ
ー
ス
の
ご
と
く
テ
ュ
ケ
ー
と
見
ず
、

m
o
i
r
a

に
よ
る

c
a
s
u
s
p
r
o
v
i
d
e
n
t
i
a
e
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テ
オ
ー
リ
ア
の
真
義
と
政
治
学

D

「
前
略
御
免
貴
訳
で
全
く
結
構
と
存
じ
候
・
；
…
•
F
e
s
t
i
n
a

L
e
n
t
e
 

昭
和
四
十
年
八
月
十
四
日
午
後
八
時

五
九

T
h
o
u
 hast h
u
m
b
l
e
d
 the p
r
o
u
d
 
(rahab) 
as 
those that are slain 
(Psalms, 8
9
:
 1
0
)
 (
L
a
m
s
a
,
 O
l
d
 T
g
t
a
m
e
n
t
 Light, 
p. 5
1
4
)
.
 

Blessed are t
h
e
 p
o
o
r
 in 
pride 
(r6kha), for,＇：・'（
Matt. 5
 :
 3
)
 (
T
r
,
b
y
 L
a
m
s
a
)
.
 

gnf.〔
S
百〕

m
a
n
a
.

幻
ソ
ボ
ク
レ
ー
ス
作
「
オ
イ
デ
ィ
ブ
ス
王
」
(
O
i
d
i
p
o
u
s
t
u
r
a
n
n
o
s
)
の
レ
ジ
ュ
メ
ー
ー
ギ
リ
シ
ャ
の
都
市
国
家
テ
ー
バ
イ
で
オ
イ
デ
ィ
プ
ス
の
実
父
な
る
王
は
誤

っ
た
神
託
な
る
も
の
を
信
じ
、
か
れ
を
殺
す
た
め
に
か
れ
を
捨
て
た
。
か
れ
は
後
に
こ
の
父
を
知
ら
ず
し
て
殺
し
、
さ
ら
に
ス
フ
ィ
ン
ク
ス
(
h
e
Sphigx)
が
う

え
の
テ
ー
バ
イ
(
T
h
e
b
a
i
)
で
そ
の
ナ
ゾ
を
も
っ
て
長
い
間
ひ
と
び
と
を
苦
し
め
て
い
た
に
対
し
、
こ
の
ナ
ゾ
を
解
い
て
こ
れ
を
自
殺
せ
し
め
、
こ
の
功
績
に
よ
り
、

か
れ
は
王
位
と
王
妃
を
得
た
。
こ
の
王
妃
は
か
れ
の
実
母
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
を
知
ら
ず
し
て
婚
し
、
そ
の
間
に

2
男
2
女
を
設
け
た
。
か
れ
は
テ
ー
バ
イ
の
国
王

（巳
r
a
n
n
o
s
,
詩
で
は
圧
品
の
意
）
と
し
て
仁
慈
の
明
君
と
仰
が
れ
た
。
こ
の
明
君
に
父
殺
し
G
a
t
r
i
c
i
d
e
)
と
近
親
相
姦
(
i
n
c
g
t
)
の
事
実
あ
る
は
、
か
れ
が

知
ら
ず
し
て
行
っ
た
と
は
い
え
、
ま
さ
に
運
命
の
皮
肉
で
あ
り
、
こ
の
悲
劇
的
皮
肉
は
g
s
u
s
p
r
o
v
i
d
g
t岱
e
と
解
す
べ
き
で
あ
り
、
父
王
の
暴
挙
と
自
ら
発
案

し
な
か
っ
た
と
は
云
え
、
こ
の
暴
挙
を
止
め
な
か
っ
た
母
と
サ
細
な
こ
と
か
ら
の
怒
り
で
殺
人
を
す
る
オ
イ
デ
ィ
プ
ス
に
対
す
る
神
の
摂
理
が
考
え
ら
れ
る
ぺ
き
で

あ
る
．
こ
の
モ
イ
ラ
に
は
抗
す
ぺ
き
で
な
い
。
し
か
る
に
オ
イ
デ
ィ
プ
ス
は
ス
フ
ィ
ン
ク
ス
の
ナ
ゾ
を
解
く
ほ
ど
の
賢
明
さ
に
自
負
．
し
て
慢
心
し
、
こ
の
尊
大
ゆ
え

に
、
父
の
命
で
自
分
を
捨
て
に
行
っ
た
召
し
使
い
を
し
て
恐
る
べ
き
事
実
の
す
ぺ
て
を
無
理
や
り
に
告
げ
し
め
た
。
こ
れ
「
摂
理
た
る
偶
然
」
に
あ
く
ま
で
抗
す
る

も
の
で
あ
り
、
そ
の
結
果
は
母
を
し
て
自
殺
せ
し
め
、
自
ら
は
両
眼
を
え
ぐ
り
出
す
に
至
っ
た
。
な
お
う
え
の
テ
ー
バ
イ
は
ギ
リ
シ
ャ
の
テ
ー
バ
イ
で
、
ニ
ジ
プ
ト

の
テ
ー
バ
イ
で
は
な
く
、
ギ
リ
シ
ャ
の
ス
フ
ィ
ン
ク
ス
は
翼
あ
る
女
子
で
、
ニ
ジ
プ
ト
の
そ
れ
は
、
一
般
に
知
ら
れ
る
ご
と
く
、
男
子
で
あ
る
。

以
上
に
お
い
て
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
の
芸
術
観
を
述
べ
た
。
こ
の
考
え
を
背
景
に
し
て
か
れ
の
「
悲
劇
」
の
定
義
を
そ
の
ギ
リ
シ

ャ
語
原
文
で
読
む
と
き
、
芸
術
の
1
つ
と
し
て
の
か
れ
の
「
悲
劇
」
の
定
義
と
か
れ
の
い
わ
ゆ
る
カ
ク
ル
シ
ス
の
真
義
を
知
る
こ
と

が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
こ
の
原
文
に
は

ta
e
i
d
e
a
の
格
的
変
化
形
が
記
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
か
つ
こ
の
ギ
リ
シ
ャ
語
は
こ
こ
で
は

普
通
語
と
し
て
の
姿
と
か
形
と
か
形
式
と
か
の
意
味
を
持
た
ず
、

か
れ
の
哲
学
上
の
重
要
な
る
観
念
た
る
「
諸
形
相
」
を
意
味
す
る

語
で
あ
る
こ
と
を
ま
ず
第
1
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
で
に
示
さ
れ
た
従
来
の
代
表
的
和
訳
は
こ
の
点
を
ミ
ス
し
て
い
る
。

わ
た
く
し
が
こ
の
点
を
発
見
し
、
前
掲
の
新
和
訳
文
を
田
中
秀
央
博
士
に
お
送
り
し
て
ご
叱
正
を
乞
う
や
、
こ
れ
を
ま
っ
た
＜
是
認

す
る
ご
返
信
を
賜
っ
た
。

田
中
秀
央
」
（
封
書
）
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形
式
に
よ
っ
て
模
倣
せ
ら
れ
る
か
に
つ
い
て
、

し
か
ら
ば
和
訳
に
限
ら
ず
従
来
の
ご
と
き
ミ
ス
あ
る
英
独
仏
訳
文
は
、
多
く
の
場
合
、
ギ
リ
シ
ャ
語
文
よ
り
の
訳
本
ま
た
は
重
訳

ll 
本
か
ら
さ
ら
に
翻
訳
し
た
か
、
あ
る
い
は
ギ
リ
シ
ャ
語
本
よ
り
訳
す
る
も

A
C
に
よ
ら
ず

a
p
o
g
r
.
に
よ
っ
た
た
め
で
あ
り
、
〔
A
C
l

k
h
o
r
i
s
 h
e
k
d
s
t
o
u
は
〔
a
p
o
g
r
.
J

k
h
o
r
i
s
 h
e
k
d
s
箋

k
h
o
r
i
s
 
(
原
形
、

kh01ris)

は
前
置
詞
ー
w
i
t
h
o
u
t
1
で
あ
り
、

写
本
で
あ
る
。

h
e
k
a
s翌
は
与
格
で
あ
る
か
ら
そ
の
前
の

kh01ris

”5 

|
s
e
p
a
r
a
t
e
l
yー
で
あ
る
。
し
か
る
に
A
0
1
1
〔L
〕

A
r
c
h
e
t
y
p
u
m

は
現
在
す
る
ギ
リ
シ
ヤ
語
本
ち
？
2
敢
古
の
も
の
で
最
も

6
5
 

権
威
が
あ
り
、

a
p
o
g
r
.
=
〔L
〕

a
p
門゚
a
p
h
u
m
,
.
pl. 
a
p
四゚
a
p
h
a

は
ル
ネ
サ
ソ
ス
時
代
に
成
立
し
た

A
o

の
写
本
ま
た
は
そ
の
重

ロ
ウ
プ

(
L
o
e
b
)

文
庫
本
や
ア
ル
デ
ィ
ー

(
H
a
r
d
y
)

は

a
p
o
g
r
.

の
与
格
を
英
語
ま
た
は
仏
語
に
訳
出
し
て
い
る

が
、
わ
れ
わ
れ
は
、

ツ
ェ
ラ
ー

(Neller)

の
ご
と
く
、

A
O
の
属
格
を
原
文
と
認
め
る
の
を
正
当
と
す
る
。

D
新
約
聖
書
が
原
ア
ラ
ム
語

(Aramaic,
Syriac)
か
ら
ギ
リ
シ
ャ
語
に
訳
せ
ら
れ
て
い
ご
第
8
世
紀
に
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
の
「
詩
論
」
が
あ
る
1
つ
の
ギ
リ

シ
ャ
語
稿
本
か
ら
ア
ラ
ム
語
に
訳
せ
ら
れ
、
こ
れ
は
さ
ら
に
第
11
世
紀
に
ア
ラ
ビ
ア
語
に
重
訳
せ
ら
れ
、
う
え
の
ア
ラ
ム
語
本
は
今
日
ご
く
僅
か
な
断
片
だ
け

(
1

頁
？
）
残
っ
て
い
る
。
右
の
ギ
リ
シ
ャ
語
訳
聖
書
に
は
リ
ュ
ー
マ
チ
ス
の
意
味
で
か
か
れ
た
原
ア
ラ
ム
語
聖
書
（
ル
カ
伝
、

1
3
"
1
1
)

の
ル
ー
＾
（
r
6
巴
1
a
)

を
プ

ネ
ウ
マ

G
n
e
u
m
a
,
霊
）
と
誤
訳
し
た
り
、
同
書
（
マ
ク
イ
伝
、

1
9
:

24)
の

gamla
(
綱
）
を

kamelos
(
ラ
ク
ダ
、
単
数
、
対
格
臣
melon)
と
誤
訳
し
た

り
し
て
い
る
の
を
見
る
と
訳
者
は
ギ
リ
シ
ャ
人
ら
し
い
。
う
え
の
「
詩
論
」
も
、
も
し
ギ
リ
シ
ャ
人
に
よ
っ
て
ア
ラ
ム
語
に
訳
せ
ら
れ
、
か
つ
、
ギ
リ
シ
ャ
語
原
本

よ
り
訳
せ
ら
れ
た
と
す
る
も
、
そ
こ
に
は
な
お
原
ギ
リ
シ
ャ
語
に
つ
き
ギ
リ
シ
ャ
人
ら
し
い
ミ
ス
テ
ー
ク
ー
ー
例
え
ば
意
味
の
通
じ
る
ば
あ
い
前
置
詞
を
副
詞
に
と

り
、
名
詞
の
格
を
誤
解
す
る
な
ど
ー
ー
が
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

g
g
e
t
y
p
u
m
 =
 a
n
 original. 
a
p
o
g
r
a
p
h
u
m
 =
a
8
p
y
.
な
お

A.0
と

apogr.
は
と
も
に
一
般
に
認
め
ら
れ
る
略
字
。

幻

の

心
ゼ
イ
ム
ズ
・
ロ
ウ
プ
（
〔
米
〕
レ
イ
プ
〔
英
〕
ラ
ー
プ
）
（
ー19
3
3
)
。
米
国
の
銀
行
家
に
し
て
法
博
(
L
L
•
D
.
)

。

1
9
1
2年
、
有
名
な
る
古
典
対
訳
文
庫
を
創
設

し
た
。

な
お
「
悲
劇
」
の
定
義
に
「
叙
述
に
よ
っ
て
で
な
く
」
と
あ
る
は
、
著
者
が
う
え
の
書
、
第
3
章
に
お
い
て
芸
術
は
、

テ
オ
ー
リ
ア
の
真
義
と
政
治
学

と
変
わ
る
。

い
か
な
る

「
叙
述
」
に
よ
っ
て
模
放
さ
れ
る
と
き
は
詩
で
あ
り
、

d
r
a
n
(
=
 to
 p
e
r
f
o
r
m
,
現

は
副
詞

こ
の
場
合

h
e
k
d
s
t
o
u

は
属
格
で
あ
る
が
ゆ
え
に
そ
の
前
の

六
〇
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在
、
複
数
）
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
模
倣
さ
れ
る
と
き
は

t
o
d
r
a
m
a
 
(pl. 
t
a
 dramat~) 

C
演
劇
）
で
あ
る
と
い
う
意
味
を
記
し
て
い

る
に
よ
っ
て
理
解
さ
れ
る
。
わ
が
国
の
訳
者
に
は
こ
の
任
a
m
a
を
「
戯
曲
」
と
訳
す
る
も
の
が
あ
る
が
、
英
語
の

a
d
r
a
m
a
,
 d
r
a
m
a
s
 

に
は
①
演
劇
の
脚
本

(
a
s
c
e
n
a
r
e
o
 pl. 
s
c
e
n
a
r
i
)
す
な
わ
ち
戯
曲
と
②
演
劇

(
a
d
r
a
m
a
t
i
c
 p
e
r
f
o
r
m
a
n
c
e
,
 
a
 p
l
a
y
 ;
 pl.
略
）

そ
の
も
の
の

2
つ
の
意
義
が
あ
る
が
、

d
r
a
m
a
に
は
戯
曲
の
意
味
は
な
い
。

し
か
る
に
一
方
プ
ラ
ト
ー
ン

(Platon)
の
悲
劇
観
を
伺
う
と
＾
詩
人
に
よ
れ
ば
神
神
は
人
間
に
罪
を
作
ら
せ
て
こ
れ
を
罰
し
、

こ
の
処
罰
が
「
悲
劇
」
で
あ
る
か
ら
「
悲
劇
」
は
害
が
あ
る
と
し
、
さ
ら
に
か
れ
は
、
実
在
の
意
識
な
く
現
実
の
み
を
写
す
詩
人
・

絵
か
き
を
国
家
よ
り
追
放
す
べ
き
を
主
張
し
た
。
し
か
ら
ば
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
の
う
え
の
「
悲
劇
」
観
は
プ
ラ
ト
ー
ソ
の
そ
れ
を

m
 

継
ぐ
も
の
で
な
く
上
述
の
ソ
ボ
ク
レ
ー
ス
の
そ
れ
を
継
承
し
て
厳
密
な
る
哲
学
的
定
義
を
下
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

DPoliteia,. 2.
 

~
自
著
、
最
高
文
喋
と
し
て
の
正
緯
政
治
学
、

1
0
8頁
。

①
ソ
ボ
ク
レ
ー
ス
の
悲
劇
に
お
い
て
は
ゴ
ウ
慢
な
性
格
が
い
か
な
る
運
命
を
も
破
ろ
う
と
し
て
破
減
に
陥
り
、
シ
ェ
ィ
ク
ス
ピ
ア

8
ぼ
百
speare)
の
マ
ク
ベ
ス

0
a
c
b
e
t
h
)

の
場
合
は
同
じ
性
格
が
大
野
心
と
い
う
形
で
自
己
に
都
合
が
よ
い
と
信
ぜ
ら
れ
る
運
命
を
あ
く
ま
で
利
用
し
よ
う
と
し
て
カ
ク
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
に
陥

る
。
と
も
に
そ
こ
に
は
崇
高
美
（
既
述
）
た
る
悲
壮
美
が
あ
る
。

な
お
わ
が
能
楽
に
も
悲
劇
が
多
い
。
し
か
し

A
要
o
n
な
ど
の
西
洋
人
批
評
家
は
能
楽
に
よ
っ
て
神
へ
の
崇
敬

(adoration)
の
念
を
起
こ
す
も
演
劇
と
し
て
は

価
値
が
少
な
い
と
い
う
-
)
し
か
し
こ
の
評
は
能
の
ユ
ニ
ー
ク
な
長
所
で
あ
る
「
幽
玄
」

C
u
g
e
n
i
s
m
)
を
軽
視
し
て
い
る
。
こ
の
「
幽
玄
」
は
世
阿
弥
（
ゼ
ア
ミ
）

の
い
う
も
の
で
あ
り
、
「
わ
び
」
・
「
さ
び
」
の
義
の
「
幽
玄
」
と
区
別
さ
れ
（
自
著
、
正
統
政
治
学
、

1
0
2
頁
）
、
普
通
、
そ
れ
は
優
美

(the
grace)
と
風
雅
（
典

雅

the
elegance)
の
2
つ
の
美
を
並
存
す
る
と
説
明
さ
れ
、
（
高
須
芳
次
郎
、
古
代
中
世
日
本
文
学
十
二
講
、

4
2
2
頁
）
ョ
ー
ロ
ッ
パ
の
文
学
に
は
ア
ダ
ッ
ポ
サ

（
よ
う
え
ん
、

fascination)
や
華
麗

(splendour)
は
あ
る
け
れ
ど
も
「
幽
玄
」
は
少
な
い
と
い
わ
れ
る
（
優
美
、
風
雅
そ
の
他
の
美
の
説
明
に
つ
い
て
は
、

自
著
、
王
冠
の
政
治
学
的
意
義
、
第
8
版
、
7
8
頁
以
下
参
照
C

)

。
わ
た
く
し
は
能
研
究
か
ら
見
て
こ
の
「
幽
玄
」
に
は
な
お
そ
の
背
後
に
崇
高
（
庄
e
sublime)
を

持
っ
て
い
て
そ
の
意
味
で
地
上
に
お
け
る
最
高
の
美
と
考
え
る
。
し
か
も
こ
の
美
を
観
阿
弥
（
カ
ソ
ナ
ミ
）
、
世
阿
弥
が
有
神
論
（
庄
eism)
に
お
け
る
神
の
摂
理

と
し
て
の
因
果
応
報
の
理
の
象
徴
と
し
た
が
、
か
れ
ら
が
こ
の
因
果
の
理
を
バ
ラ
モ
ン
教
に
由
来
す
る
、
し
め
っ
ぽ
い
暗
い
業
（
ゴ
ウ

karma)
と
解
せ
ず
、
幽

玄
美
の
摂
理
と
解
し
た
こ
と
は
観
、
世
、
音
の
三
阿
弥
の
名
に
も
う
か
が
わ
れ
る
。
し
か
ら
ば
能
に
は
西
洋
の
悲
劇
に
見
る
崇
高
美
・
悲
壮
美
ー
ー
時
に
背
後
に
優

美
あ
る
も
、
つ
ね
に
風
雅
を
欠
く
ー
ー
は
な
い
が
、
後
者
が
幽
玄
に
乏
し
い
の
は
そ
の
大
い
な
る
欠
点
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
を
換
言
す
れ
ば
、
旋
律
に
つ
い
て
、
西
洋

テ
オ
ー
リ
ア
の
真
義
と
政
治
学

六
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歴
史
は

の
悲
劇
に
は
能
に
は
乏
し
い
「
神
が
か
り
的
な
も
の
」

て
過
言
で
は
な
か
ろ
う
。

以
上
に
お
い
て
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
の
「
悲
劇
」
の
定
義
に
つ
い
て
そ
の
大
様
を
論
述
し
た
。
こ
れ
に
従
え
ば
、
こ
の
定
義
中
の

(
t
a
 
e
i
d
e
a
)

を
無
視
す
る
が
ゆ
え
に
ま
っ
た
＜
許
さ
れ
な
い
こ
と
と
な
る
。
な
お
つ
ぎ
の
よ
う
な
諸
事
項
も
こ
の
カ
ク
ル
シ
ス
の
道

徳
的
意
義
に
つ
い
て
の
直
接
証
拠

(
d
i
r
e
c
t
e
v
i
d
e
n
c
e
)

ま
た
は
傍
証

(
i
n
d
i
r
e
c
t
e
v
i
d
e
n
c
e
)

と
な
る
で
あ
ろ
う
。

ま
ず
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
は
そ
の
「
詩
論
」
に
お
い
て
論
述
す
る
と
こ
ろ
は
う
え
の
直
接
証
拠
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
か
れ
は
こ

は

11

よ
り
以
上
に
す
ぐ

の
著
述
に
お
い
て
「
そ
れ
ゆ
え
に
詞

(
p
o
i
e
s
i
s
)

れ
て
い
る
。
そ
の
わ
け
は
詩
こ
そ
は
よ
り
多
く

(
m
a
l
l
o
n
)

普
遍
的
諸
法
則

(
t
a
k
a
t
h
6
l
o
n
,
 
g
e
n
e
r
a
l
 l
a
w
s
)

を
語
り
、

nり

個
個
の
諸
事
実

(
t
a
k
a
t
h
'
.
h
e
k
a
s
t
o
n
,
 i
n
d
i
v
i
d
u
a
l
 
f
a
c
t
s
)

を
語
る
か
ら
で
あ
る
、
」
と
記
し
て
い
る
。
こ
こ
に
い
う
「
普
遍
的
諸

幻

法
則
」
と
は
す
で
に
記
し
た
「
普
遍
的
な
も
の
、
す
べ
て
に
存
す
る
一
般
的
な
も
の
」
で
あ
り
、
従
っ
て
「
有
機
体
」
の
「
形
相
」

(
h
i
s
t
o
r
i
a
)
 

よ
り
も
よ
り
以
上
に
哲
学
的
で
あ
り
、

に
ほ
か
な
ら
な
い
。
な
お
上
述
の
「
悲
劇
」
の
定
義
中
の
「
美
し
い
こ
と
ば
」
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
詩
的
語
法
(
p
o
e
t
i
c
d
i
c
t
i
o
n
s
)
 

を
主
と
す
る
。
か
く
て
詩
と
歴
史
に
関
す
る
こ
の
見
解
は
う
え
の
カ
ク
ル
シ
ス
に
つ
い
て
の
直
接
証
拠
の
1
つ
と
な
る
。

D

詩
論
、

9
.

dio kai P
臣
0
8
p
h
6
h
t
e
r
o
n
kai spoudai6teron poiesis 
historias 
estin. 
h
e
 m
e
n
 
g
a
r
 
poiesis 
ma.lion 
ta 

圧
storia
ta 
k
a
t
h
'
h
e
k
a
s
t
o
n
 legei. 

う
え
の
S

弓
udai6teron
を
フ
ラ
ン
ス
の
ア
ル
デ
ィ
ー

a.
H
a
r
d
y
)
は
d'un
caractere plus eleve

と
訳
し
て
い
る

(Aristote,
Poetique)
。
こ
の

ギ
リ
シ
ャ
語
は
副
詞

s弓
udaios
の
比
較
級
で
あ
り
、
ギ
リ
シ
ャ
語
で
は
副
詞
が
し
ば
し
ば
形
容
詞
の
ご
と
く
用
い
ら
れ
る
か
ら
、
こ
の
訳
は
も
っ
た
い
を
つ
け

す
ぎ
た
表
現
の
感
が
す
る
。
し
か
し
こ
の
ギ
リ
シ
ャ
語
は
英
語
な
ら

(is)
m
o
r
e
 excellent
と
訳
せ
ら
れ
る
ぺ
き
と
こ
ろ
で
あ
る
か
ら
、
ア
ル
デ
ィ
ー
の
訳
は
こ

の
語
の
意
味
内
容
を
示
す
も
の
と
し
て
は
あ
た
っ
て
い
る
。

kath6lou, 
h
e
 
d' 

カ
タ
ル
シ
ス
に
つ
い
て
道
徳
的
意
義
を
認
め
る
の
ほ
か
な
く
、
超
道
徳
的
な
実
存
主
義
者
の
解
釈
は
こ
の
定
義
中
の
「
諸
形
相
」

テ
オ
ー
リ
ア
の
真
義
と
政
治
学

（
別
述
）
は
大
い
に
あ
る
が
、
能
の
生
命
と
も
い
う
ぺ
き
「
倫
理
的
な
も
の
」

（
別
述
）
は
乏
し
い
と
い
っ

-』ー・

/‘ -・ 
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い
と
い
え
よ
う
。

述
）
と
区
別
さ
れ
る
も
の
で
ベ
ル
ン
ハ
イ
ム

な
お
「
詩
は
歴
史
に
ま
さ
る
、
」
と
い
う
う
え
の
有
名
な
こ
と
ば
は
い
っ
け
ん
背
理
に
見
え
て
深
く
理
解
す
る
と
き
は
永
遠
の
真
理

で
あ
り
、
そ
の
ゆ
え
に
有
名
で
あ
る
に
価
す
る
。
思
う
に
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
よ
り
す
こ
し
前
ま
で
の
詩
は
単
な
る
観
念
で
も
よ
か

っ
た
が
、

か
れ
の
い
う
詩
は
観
念
と
区
別
さ
れ
る
実
在
の
知
識
で
あ
り
、
そ
れ
は
芸
術
と
し
て
そ
の
実
在
の
「
有
機
体
」
と
し
て
の

「
形
相
」
を
伝
え
る
の
が
主
た
る
目
的
で
あ
る
。
し
か
る
に
か
れ
の
う
え
に
言
う
「
歴
史
」
と
は
狭
義
の

h
i
s
t
o
r
i
a
で
あ
り
、

の
当
時
、
広
義
の
ヒ
ス
ト
リ
ア
と
は
存
在
に
関
す
る
、

(
p
h
u
s
i
k
a
)

を
を
な
さ
な
い
が
、
俗
見
(
d
6
x
a
)

と
区
別
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
広
義
の
ヒ
ス
ト
リ
ア
は
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス

の
著
た
る
10
編
の
題
名
た
る
「
諸
動
物
に
つ
い
て
の
諸
ヒ
ス
ト
リ
ア
」
（
動
物
誌
、

(
P
e
r
i
t
a
 
z
o
'
a
 
historiai, 
D
e
 R
n
i
m
R
l
i
h
u
s
 

n「

h
i
s
t
o
r
i
a
e
)

の
う
ち
に
も
用
い
ら
れ
る
。

に
批
判
的
取
捨
を
加
え
ず
、
興
味
本
位
に
集
録
し
た
も
の
ー
'
|
に
当
る
。
し
か
ら
ば
こ
の
広
義
の
ヒ
ス
ト
リ
ア
は
ド
イ
ツ
語
の
、
広

の
~
筍

義
の

R
e
a
l
i
e
n

に
ま
っ
た
く
当
る
も
の
で
あ
る
が
、
狭
義
の
ヒ
ス
ト
リ
ア
は
ド
イ
ツ
語
の
、
狭
義
の

R
e
a
l
i
e
n

に
当
る
こ
と
が
多

D
生
物
学
の
資
料
と
な
る
事
実
の
集
ま
り
で
あ
る
。
書
名
の
ギ
リ
シ
ャ
語
p
e
r
i
は
対
格
を
、
ラ
テ
ン
語
d
e
は
奪
格
を
支
配
す
る
。
従
っ
て
ギ
リ
シ
ャ
語
原
書
名

か
ら
見
て
D
e
historia 
a
n
i
m
a
l
i
u
m
 (
「
諸
動
物
の
ヒ
ス
ト
リ
ア
に
つ
い
て
」
の
義
）
の
訳
名
よ
り
も
、
こ
こ
に
示
す
訳
名
の
方
が
文
法
的
に
見
て
原
名
に
ヨ
リ

忠
実
で
あ
ろ
う
。

幻
広
義
の
R
e
a
l
i
e
n
と
は
「
科
学
の
ミ
ナ
モ
ト
た
る
諸
対
象
」
（
d
i
e
G
e
g
g
s
t
i
i
n
d
e
 als 
Q
u
e
l
l
g
d
e
r
 W
`
i
器
e
n
咎

h
a
~
)
で
あ
り
、
そ
の
用
例
3
•
D
i
e

F
u
n
d
e
 

d
e
r
 S
p
a
t
e
n
f
o
r
s
c
h
u
n
g
 sind 
die 
einzigen 
R. fiir 
die altgte G
g
c
h
i
c
h
t
e
.
 "
 (
D
e
r
 S
p
r
a
c
h
,
B
r
o
c
k
h
a
u
s
,
 1
9
5
8
.
)

。
S
p
a
t
e
n
f
o
r
s
c
h
u
n
g
と
は
卒
{

テ
オ
ー
リ
ア
の
真
義
と
政
治
学

幻
本
論
文
、
五
七
頁
、
前
の
注

D

の
本
論
文
、
四
六
頁
、
注
の

こ
れ
に
対
し
狭
義
の
ヒ
ス
ト
リ
ア
は
人
事
に
関
す
る
記
述
の
う
ち
で
狭
義
の

p
o
i
e
s
i
s
(
別

(
B
e
r
n
h
e
i
m
)

の
い
わ
ゆ
る
物
語
り
風
歴
史

(
e
r
z
a
h
l
e
n
d
e
G
e
s
c
h
i
c
h
t
e
)
-
史
実

探
究

(
h
i
s
t
o
r
i
a
)

の
結
果
た
る
知
識
で
あ
り
、

一/‘ 
い
ま
だ
真
知
た
る
自
然
学
か
れ
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っ
た
が
、

い
ず
れ
も
物
語
り
風
歴
史
で
あ
り
、

（歴史、

Historiai)

を
著
わ
し
、

か
れ
の
こ
の
大
著
も
要
す
る
に
物
語
り
風
歴
史
い
が
い
の

t
h
e
o
s
 
t
a
 

と
い
う
こ
と
を
後
年
に

人
間
の
ゴ
ウ
慢
が
ゆ
っ
く
り
と
で
は
あ
る
が
そ

テ
オ
ー
リ
ア
の
真
義
と
政
治
学

掘
に
よ
る
先
史
学
。
印
eld
archa8lo臼・

な
お
ペ
ル
ン
ハ
イ
ム
は
ギ
リ
シ
ャ
語
の
広
義
の
ヒ
ス
ト
リ
ア
に
当
る
も
の
と
し
て
ド
イ
ツ
語
の"
•
G
e
咎

h
i
c
h
t
e
"
を
挙
げ
て
い
る
が
(
B
e
r
n
h
e
i
m
,

Einfiihrung 

in 
d
i
e
G
屑
hichtswissenschaft,
S. 1
)

、
わ
た
く
し
は
こ
の
ド
イ
ツ
語
よ
り
も
む
し
ろ
広
義
の

Realien
を
挙
げ
た
い
。

め

狭

義

の

Realien
は
通
常
、
語
学

(Sprachkunde)

に
対
し
、
語
学
研
究
の
資
料
た
る
、
こ
の
語
を
語
る
民
族
の
風
俗
・
習
慣
な
ど
の
集
録
を
言
い
、

S
p
r
a
c
h
k
u
n
d
e
に
対
し

Sachkenntnis
(
風
物
誌
）
と
も
言
う
。
こ
の
狭
義
の

R
g
l
i
e
n
は
、
〔

M
L〕
realia
と
同
じ
く
、
そ
の
意
味
で
英
語
の
う
ち
で
も
使

用
さ
れ
る
。

う
え
の
狭
義
の
ヒ
ス
ト
リ
ア
に
つ
い
て
、
そ
の
代
表
的
作
家
で
キ
ケ
ロ
い
ら
い
「
歴
史
の
父
」

(
t
h
e
F
a
t
h
e
r
 o
f
 h
i
s
t
o
r
y
)
と
称

せ
ら
れ
る
ヘ
ー
ロ
ド
ト
ス

(
H
e
r
6
d
o
t
o
s
)

は
ソ
ボ
ク
レ
ー
ス
と
も
親
交
が
あ
り
、

の
結
果
と
し
て
神
の
処
罰
を
招
く
と
い
う
思
想
を
有
し
、
こ
の
思
想
に
基
づ
き
ペ
ル
シ
ャ
11
ギ
リ
シ
ャ
戦
争
を
主
題
と
す
る
9
編
の

大
著
「
諸
探
究
」

「
東
洋
的
専
制
と
ギ
リ
シ
ャ
的
立
憲
の
間
の
争
闘
」

(
a
s
t
r
u
g
g
l
e
 
b
e
t
w
e
e
n
 

ニ
ン
ト
主
義
の
洪

ー

l
.

）
ギ
ノ
ャ
が
「
自
由
の
た
め
…
・
・
・
オ
リ

O
r
i
e
n
t
a
l
 a
u
t
o
c
r
a
c
y
 
a
n
d
 H
e
l
l
e
n
i
s
t
i
c
 
c
o
n
s
t
i
t
u
t
l
o
n
a
 i
s
m

に
よ
り
リ
、
‘

‘,‘ 2
 

水
を
巻
き
返
し
た
」

(
f
o
r
t
h
e
 c
a
u
s
e
 o
f
 f
r
e
e
d
o
m
:

…
•
r
o
l
l

色

b
a
c
kt
h
e
 f
l
o
o
d
 
o
f
 O
r
i
e
n
t
a
l
i
s
m
)
、

伝
え
よ
う
と
し
、
こ
の
書
の
な
か
に
も
「
神
は
あ
ら
ゆ
る
尊
大
な
も
の
を
制
す
る
こ
と
を
好
む
、
」

(phileei
g
a
r
 
h
o
 

引

h
u
p
e
r
e
k
h
o
n
t
a
 p
a
n
t
a
 k
o
l
o
u
e
i
n
,
)

と
い
う
有
名
な
句
を
残
し
た
が
、

も
の
で
は
な
か
っ
た
。
な
お
古
代
の
ニ
ジ
プ
ト
人
。
ア
ッ
シ
リ
ヤ
人
・
シ
ナ
人
等
の
間
に
も
そ
れ
ま
で
の
人
事
に
関
す
る
記
録
は
あ

ヘ
ー
ロ
ド
ト
ス
の
書
と
ほ
ぼ
同
時
代
に
孔
子
の
編
集
し
た
魯

(
L
u
)

の
記
録
た
る

「
春
秋
」
に
も
孔
子
の
史
観
は
う
か
が
わ
れ
る
け
れ
ど
も
、
記
録
そ
の
も
の
は
物
語
り
風
歴
史
で
あ
っ
た
。

D
E
v
e
r
y
m
a
n
'
s
 Encyclopaedia, N
e
w
 1
9
5
8
 
Ed., 
"History." 

の
H
a
n
n
s
w
o
r
t
h
'
s
Universal Encyclopedia, "History." 
・
ヘ
ル
シ
ャ
戦
争
は
あ
く
ま
で
正
義

(
g
h
a`

ァ
シ
ャ
）
を
強
調
す
る
、
排
他
的
で
は
あ
る
が
、

六
四
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テ
オ
ー
リ
ア
の
真
義
と
政
治
学

六
五

(
e
n
t
w
i
c
k
e
l
n
d
e
 
G.) 
（
ベ
ル
ン
ハ

高
度
に
倫
理
的
な
マ
ツ
ダ
教
(
M
a
z
d
a
i
s
m
)
を
奉
ず
る
ベ
ル
シ
ャ
と
常
識
的
な
愛
と
正
義
に
従
い
調
和
を
重
ん
じ
る
ギ
リ
シ
ャ
と
の
戦
い
。

め

Historiai,
7"10.
同
書
の
は
じ
め
の
序
文
に
は
「
こ
の
書
は
人
間
の
功
業
が
年
処
を
経
て
消
滅
し
な
い
よ
う
に
、
ギ
リ
シ
ャ
人
と
異
邦
人
(
h
o
i
barbaroi)と

に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
示
さ
れ
た
偉
業
の
声
誉
を
永
く
減
さ
な
い
た
め
、
そ
し
て
な
ぜ
そ
の
間
に
戦
争
の
起
っ
た
か
を
他
に
伝
え
る
た
め
に
ハ
リ
カ
ル
ナ
ッ
ソ
ス

臼
a
臣
ar
屈
s
o
s
)
の
ヘ
ー
ロ
ド
ト
ス
が
探
求
（
ヒ
ス
ト
リ
ア
）
の
結
果
を
公
に
す
る
も
の
で
あ
る
、
」
と
記
し
、
同
書
、

1
"
8
7

に
も
歴
史
に
対
す
る
神
の
干
渉

を
記
し
て
い
る
。
な
お
h
o
i
b
a
r
b
a
r
o
i
と
い
う
語
は
も
と
も
と
ギ
リ
シ
ャ
人
に
対
す
る
異
邦
人
（
ギ
リ
シ
ャ
語
を
日
常
か
た
ら
な
い
人
）
を
意
味
し
、
が
ル
シ
ャ

戦
争
後
、
野
蛮
人
の
義
が
a
m
a
t
h
e
h
s
kai b
a
r
b
a
r
o
s
な
ど
と
称
せ
ら
れ
た
が
、
「
異
邦
人
び
い
き
」
と
称
せ
ら
れ
た
ヘ
ー
ロ
ド
ト
ス
は
h
o
i
b
a
r
b
a
r
o
i
を
こ

こ
に
も
異
邦
人
ー
ギ
リ
シ
ャ
語
の
新
約
聖
書
で
は
自
国
民
い
が
い
の
異
邦
人
を
t
a
e
t
h
n
e
ど
い
っ
た
＇
~
の
意
味
で
用
い
て
い
る
。

な
お
ま
た
ヘ
ー
ロ
ド
ト
ス
（
茸
4
8
4
?
|
4
2
4

n
当
時
も
っ
と
も
科
学
的
な
方
法
を
歴
史
研
究
法
に
と
り
入
れ
、
そ
の
点
で
も
っ
と

も
進
ん
だ
ト
ゥ
キ
ュ
デ
ィ
デ
ー
ス

(
T
h
o
u
k
u
d
i
d
e
s
)
(
l
l
f
J
4
7
1
 ?
ー
4
0
1
)

の
研
究
は
個
人
の
心
理
的
動
機
に
個
し
、

掘
り
下
げ
す
、
従
っ
て
社
会
進
化
と
の
関
係
を
見
ず
、
ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ
的
失
敗
を
無
視
す
る
。
ゆ
え
に
か
れ
の
研
究
は
ベ
ル
ン
パ

そ
れ
よ
り
深
く

イ
ム
の
認
め
る
ご
と
く
1
種
の
「
実
用
的
歴
史
」

(
p
r
a
g
m
a
t
i
s
c
h
e

G.)
で
あ
り
、
こ
の
「
実
用
的
歴
史
」
は
一
般
に
個
人
の
心
理

的
動
機
に
偏
し
て
い
た
。

D
:
S
i
e
 £asst 
einseitig 
die 
psychologischen B
e
w
e
g
g
r
i
i
n
d
e
 ins Auge`

……•^(

Prof•Dr. 

E. 
B
e
r
n
h
e
i
m
,
 Einlei
日
n
g

in 
die 

haft, 
S. 
9
.
)
 

sw1ssensc 

か
く
て
う
え
の
「
詩
は
歴
史
よ
り
も
よ
り
以
上
に
哲
学
的
で
あ
り
、

く
普
遍
的
諸
法
則
を
語
り
、
歴
史
は
個
個
の
諸
事
実
を
語
る
か
ら
で
あ
る
、
」
は
き
ょ
う
も
あ
す
も
正
当
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
こ
の
こ

と
は
む
ろ
ん
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
の
思
想
か
ら
推
論
す
れ
ば
歴
史
学
が
否
定
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
神
の
摂
理
に
関

し
ヘ
ー
ロ
ド
ト
ス
の
認
め
る
真
理
を
人
間
の
ニ
イ
ド
ス
実
現
に
関
し
て
強
調
す
る
「
発
展
史
」

イ
ム
）
は
、

Geschicht, 

よ
り
以
上
に
す
ぐ
れ
て
い
る
。
そ
の
わ
け
は
詩
こ
そ
よ
り
多

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
の
方
法
論
か
ら
見
て
、
そ
の
政
治
学
の
「
根
底
」

(
r
o
o
t
,
S
e
e
l
e
y
)

と
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
を
発

表
し
て
い
な
い
の
は
い
ま
だ
そ
の
時
期
に
至
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
こ
の
種
の
「
発
展
史
」
が
も
し
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
当

363 



時
に
存
し
て
い
た
と
す
れ
ば
、

れ
以
上
に
、
認
め
た
と
信
ぜ
ら
れ
る
。
し
か
も
こ
の
療
法
が
同
類
療
法
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
る
か
ら
、
わ
れ
ら
は
か
れ
の
政
治
学

に
よ
っ
て
一
応
の
民
主
主
義
的
精
神
の
健
全
を
保
障
す
る
と
と
も
に
、
学
問
的
に
か
れ
の
意
を
今
日
に
体
す
る
意
味
で
、
う
え
の
ご

と
き
「
発
展
史
」
と
し
て
の
政
治
史
を
抗
源
(
a
n
t
i
g
e
n
)

と
し
て
、
何
ら
か
の
専
制
政
治
を
固
執
す
る
精
神
的
ノ
イ
ロ
ー
ゼ

i

こ

の
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
は
人
間
的
ゴ
ゥ
慢
に
由
来
す
る
|
ー
ヘ
の
強
い
抗
体

(
a
n
t
i
b
o
d
y
)

を
作
っ
て
民
主
主
義
的
精
神
の
健
全
を
確
保
す

る
方
向
へ
い
っ
そ
う
の
努
力
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

l
o
g
o
s
,
)
と
言
う
。
う
え
の
ご
と
き
政
治
史
は
、
悲
劇
と
同
じ
く
ま
た
は
そ
れ
以
上
に
、
悲
劇
の
主
人
公
た
る
正
善
の
士
に
対
す
る
同

情
と
運
命
の
皮
肉
に
対
す
る
、
既
述
の
ご
と
き
恐
怖
を
引
き
起
こ
す
が
、
こ
の
恐
怖
は
同
情
が
強
い
ほ
ど
大
で
あ
り
、
こ
の
恐
怖
が

抗
源
と
な
っ
て
わ
れ
ら
の
理
性
に
抗
体
が
で
き
、

る
と
言
え
る
。

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
は
こ
の
種
の
歴
史
に
よ
る
カ
タ
ル
シ
ス
を
悲
劇
に
よ
る
そ
れ
と
と
も
に
、
否
そ

テ
オ
ー
リ
ア
の
真
義
と
政
治
学

し
か
る
に
古
来
「
理
性
は
恐
怖
に
対
す
る
薬
、
」

(
p
h
a
r
m
a
k
o
n
p
h
6
b
o
u
 

カ
タ
ル
シ
ス
が
行
わ
れ
る
。
さ
れ
ば
そ
の
意
味
で
理
性
は
恐
怖
に
対
す
る
薬
で
あ

D

歴
史
の
科
誉
的
認
識
の
困
難
か
ら
し
て
、
そ
れ
を
科
学
そ
の
他
の
学
問
と
見
る
よ
り
も
む
し
ろ
芸
術
と
見
る
努
力
が
ロ
ー
マ
時
代
の
「
実
用
的
歴
史
」

(prag,

m
a
t
i
s
c
h
e
 G
e
s
c
h
i
c
h
t
e
)
学
者
た
る
ギ
リ
ッ
ャ
人
ポ
リ
ュ
ビ
オ
ス

(Polul
号
s)
に
よ
っ
て
始
め
ら
れ
、
そ
の
結
果
、
ロ
ー
マ
時
代
の
歴
史
研
究
に
つ
い
て
言
え
ば

「
言
語
学
と
修
辞
学
の
両
者
の
間
に
あ
っ
て
実
用
的
目
的
の
諸
記
録
は
、
百
科
全
書
的
書
物
と
学
校
用
書
を
含
め
て
、
漸
次
に
極
貧
の
み
す
ぽ
ら
し
さ
に
成
り
さ
が

っ
た
。
」

(
・
:
z
w
i
s
c
h
e
n
beiden, 
d
e
r
 Philologie 
u
n
d
 d
e
r
 R
h
e
t
o
r
i
k
｀
四
n
g
e
n
die 
A
u
f
z
e
i
c
h
n
u
n
g
e
n
 z
u
 p
r
a
k
t
i
s
c
h
e
n
 
Z
w
e
c
k
e
n
`
d
i
e
 
encyclo' 

p
a
d
i
s
c
h
e
n
 u
n
d
 S
c
h
u
l
b
i
i
c
h
e
r
 m
i
t
 eingeschlo謗
en,
a
l
l
m
a
h
l
i
g
 bis 
z
u
r
 
a
r
m
s
e
l
i
g
s
t
e
n
 
Dlirftigkeit hinab. 
Prof. 
J
o
h
a
n
n
 G
u
s
t
a
v
 D
r
o
y
s
e
n
,
 

G
r
u
n
d
r
i
s
s
 d
e
r
 Historik, 
S. 
7
6
.
)
 

近
代
に
入
っ
て
歴
史
を
芸
術
か
ら
学
問
の
領
域
へ
取
り
戻
す
た
め
に
バ
ッ
ク
ル

(
T
h
o
m
a
s
B
u
c
k
l
e
)

が
方
法
論
と
し
て
科
学
的
研
究
方
法
に
よ
る
自
然
科
学

的
法
則
の
発
見
を
主
張
し
た
に
対
し
、
ド
ロ
イ
ゼ
ソ
が
史
料
に
よ
る
探
求

(historia)

に
つ
い
て
方
法
綸
と
し
て

1
種
の
直
観
的
研
究
方
法
に
よ
る
狭
義
の
法
則

な
ら
び
に
部
分
的
な
狭
義
の
範
ち
ゅ
う
の
発
見
を
主
張
し
、
バ
ッ
ク
ル
い
ら
い
歴
史
研
究
は
む
し
ろ
科
学
と
し
て
日
進
月
歩
の
進
歩
を
な
し
た
。
こ
れ
に
反
し
ド
ロ

イ
ゼ
ソ
の
研
究
方
法
は
ヴ
ィ
ソ
デ
ル
バ
ソ
ト

(
W
・
i
n
d
e
l
h
a
n
d
)

や
リ
ッ
ケ
ル
ト

(Rickert)

の
ご
と
き
西
南
ド
イ
ッ
学
派
(die
slidwest-deutsche S
c
h
u
l
e
)
 

に
よ
っ
て
継
承
さ
れ
た
が
、
リ
ッ
ケ
ル
ト
の
ご
と
き
は
歴
史
を
「
個
性
記
述
的
」

(ideographisch)

な
も
の
と
し
て
「
法
則
定
立
的
」

(
n
o
m
o
t
h
e
t
i
s
c
h
)

な
も

ハ六

364 



の
と
区
別
し
、
歴
史
研
究
の
目
的
た
る
認
識
の
対
象
(
d
e
r
G
e
g
g
s
t
a
n
d
 d
e
r
 E
r
k
e
n
n
t
n
i
s
)
か
ら
実
在
的
な
対
象
（
客
観
）
を
、

る
、
広
義
の
法
則
を
駆
逐
し
、
観
念
的
な
対
象
（
客
観
）
た
る
、
妥
当
G
e
l
t
e
n
)
す
る
価
値
(
W
e
r
t
)
を
認
識
の
対
象
と
し
た
。

つ
ぎ
に
科
学
と
し
て
の
歴
史
学
の
成
立
に
つ
い
て
論
ず
れ
ば
、
そ
の
科
学
性
の
う
ち
技
術
的
研
究
方
法
に
関
し
て
そ
れ
は
す
で
に
精
密
科
学
の
域
に
達
し
て
い
る

と
言
っ
て
過
言
で
は
な
か
ろ
う
。
歴
史
学
の
対
象
論
す
な
わ
ち
史
観
の
問
題
と
す
る
広
義
の
歴
史
的
範
ち
ゅ
う
（
広
義
の
歴
史
的
法
則
）
が
カ
ソ
ト
学
派
の
い
う
が

ご
と
き
先
験
的
範
ち
ゅ
う
と
区
別
さ
れ
る
こ
と
は
一
般
に
認
め
ら
れ
る
も
、
こ
の
範
ち
ゅ
う
が
狭
義
の
法
則

(
G器
尽
）
か
ま
た
は
範
ち
ゅ
う
(
l
(
a
t
e
g
o
r
i
e
,
カ
テ

ゴ
リ
ー
）
た
る
か
に
つ
い
て
今
な
お
問
題
が
存
し
、
ト
レ
ル
チ
ュ
(
T
r
o
e
l
t
s
c
h
)
(
1
1
9
2
3
)

が
「
歴
史
学
（
ヒ
ス
ト
ー
リ
エ
）
の
危
機
」

(
K
丑
is
der Historie) 

を
叫
ん
だ
と
き
は
む
ろ
ん
、
量
子
論
の
発
展
に
伴
な
う
1
9
2
4
年
の
不
確
定
性
原
理
な
ど
に
よ
り
カ
ン
ト
の
範
ち
ゅ
う
た
る
因
果
の
崩
壊
が
顕
著
と
な
っ
た
い
ご
（
自

著
、
正
統
政
治
学
、

1
1
4
頁
）
〔
な
お

1936年
に
体
系
化
さ
れ
た
、
ア
パ
ー
リ
ソ

(
O窟
r
i
n
)
の
生
命
の
起
原
に
関
す
る
自
然
発
生
(
s
只
m
t
a
n
8
u
s
g
g
e
r
a
t
i
o
n
)
 

説
|
ー
光
合
成
S
h
o
t
o
s
y
n
t
h
e
s
i
s
)
に
よ
る
緑
色
植
物
の
自
然
発
生
を
認
め
る
ー
ー
は
「
す
べ
て
の
細
胞
は
細
胞
か
ら
、
」
(
o
m
n
i
s
cellula 
e
 ce
l
l
u
l
a
)
の
原

則
を
破
り
、
こ
の
点
で
巨
視
現
象
に
お
け
る
機
械
論
的
因
果
を
否
定
す
る
1
の
仮
説
と
な
っ
た
が
、

1
9
6
5
年
9
月
29
日
、
ワ
シ
ン
ト
ン
に
お
け
る
発
表
に
よ
れ
ば
、

イ
リ
ノ
イ
大
学
(
t
h
e
University of I
l
l
i
n
o
i
s
)
の
米
・
英
・
日
共
同
実
験
(
t
h
e
A
m
e
r
i
c
a
n
,
B
丑
ish,Japanese
e
x
p
e
r
i
m
e
n
t
)
に
お
い
て
リ
ボ
核
酸

(
R
N
A
)
を
用
い
て
、
生
命
合
成
O
i
f
e
s
y
n
t
h
e
s
i
z
a
t
i
o
n
)
が
成
功
し
た
と
せ
ら
れ
る
。
〕
と
い
え
ど
も
な
お
う
え
の
問
題
が
存
し
、
も
し
歴
史
的
範
ち
ゅ
う
が
狭

義
の
法
則
に
近
い
も
の
と
な
れ
ば
、
そ
れ
は
哲
学
的
範
ち
ゅ
う
に
近
い
も
の
と
な
る
。
も
し
わ
れ
わ
れ
が
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
の
進
化
論
的
政
治
学
か
ら
推
論
す
れ

ば
、
歴
史
的
範
ち
ゅ
う
は
人
間
社
会
に
お
け
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
人
間
意
思
の
自
由
に
関
す
る
か
ぎ
り
、
そ
れ
は
進
化
と
い
う
狭
義
の
歴
史
的
範
ち
ゅ
う
で

あ
り
、
人
間
の
運
命
に
関
す
る
か
ぎ
り
、
人
間
の
ゴ
ウ
慢
と
か
れ
の
カ
ク
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
の
並
行
関
係
G
a
r
a
l
l
e
l
i
s
m
)
で
あ
る
。
し
か
る
に
こ
の
並
行
を
機
会
原

因
説
（
有
神
論
）
ま
た
は
偶
然
原
因
論
(
c
g
u
a
l
i
s
m
)
で
説
明
す
る
か
、
ま
た
は
予
定
調
和
説
（
理
神
論
）
で
説
く
か
に
つ
い
て
は
今
日
な
お
後
・
量
子
論
的
な

未
決
の
問
題
で
あ
る
。
（
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
進
化
論
も
1
種
の
偶
然
原
因
論
。
）

と
は
い
え
、
英
国
で
は
政
治
学
は
シ
ー
リ
ー
い
ぜ
ん
か
ら
ま
ず
英
国
憲
法
史
(
E
n
g
l
i
s
h
constitutional 
h
i
s
t
o
r
y
)
を
の
ち
に
万
国
政
治
史
(
t
h
e
w
o
r
l
d
 

•political 

h
i
s
t
o
r
y
)
を
帰
納
の
材
料
と
す
る
か
ぎ
り
立
派
に
政
治
科
学
G
o
l
i
t
i
g
l
月
i
e
n
c
e
)
と
し
て
成
立
し
、
も
は
や
単
な
る
政
治
政
策
学
S
u
b
l
i
c
policy 

g
a
咎
け
n
8
P
o
l
i
t
i
k

als W
i
s
繁
目
c
h
a
f
t
)
で
は
な
い
。
た
だ
シ
ー
リ
ー
と
そ
れ
以
前
で
は
狭
義
の
法
則
に
近
い
も
の
を
歴
史
的
範
ち
ゅ
う
と
考
え
た
ご
と
く

（
炉
全

g,
Introduction to Political Science•p. 

6•p. 

2
2
 et 
seq., E
x
p
a
n
s
i
o
n
 of E
n
g
l
a
n
d
)
、
ム
‘
日

i
4は
お
、
こ
の
考
ブ
え
が
＋
＾
い
に
あ
る
が
、
そ
れ
と

と
も
に
う
え
の
ご
と
き
進
化
と
い
う
狭
義
の
歴
史
的
範
ち
ゅ
う
も
認
め
ら
れ
、
あ
る
い
は
究
極
的
な
世
界
国
家
が
予
想
さ
れ
(
W
e
l
l
s
)
、
あ
る
い
は
諸
文
明
(
C
i
v
,

i
l
i
z
a
t
i
o
n
s
)
、
世
界
国
家
、
究
極
的
な
世
界
教
会
が
予
見
さ
れ
る

(A.
J. 
T
o
y
n
b
e
e
)
゜

つ
ぎ
に
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
の
カ
ク
ル
シ
ス
の
道
徳
的
意
義
に
つ
い
て
間
接
証
拠
と
な
る
も
の
は
つ
ぎ
の
諸
事
実
で
あ
る
。

カ
ク
ル
シ
ス
(
k
a
t
h
a
r
s
i
s
)
と
い
う
語
は
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
い
ぜ
ん
よ
り
す
で
に
用
い
ら
れ
、
ビ
ュ
ー
ク
ゴ
ラ
ス
(
P
u
t
h
a
g
6
r
a
s
)

テ
オ
ー
リ
ア
の
真
義
と
政
治
学

六
七

従
っ
て
存
在
（
器
i
n
)
す
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4) 
ソ、

テ
オ
ー
リ
ア
の
真
義
と
政
治
学

学
派
お
よ
び
ブ
ラ
ト
ー
ン
は
死
に
よ
っ
て
霊
魂
が
肉
体
の
束
縛
た
る
物
欲
よ
り
解
放
せ
ら
れ
る
こ
と
を
こ
の
語
で
示
し
〔
プ
ラ
ト
ー

「
パ
イ
ド
ー
ン
」

(
P
h
a
i
d
o
n
)
〕
、
ク
セ
ノ
ボ
ー
ソ

(
X
e
n
o
p
M
n
)

は

h
o
k
a
t
h
a
r
6
s
 
(
t
h
e
 
c
l
e
a
n
)

と
い
う
語
で
同
じ
意
味

m
 

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
よ
り
後
の
新
プ
ラ
ト
ー
ン
学
派
の
プ
ロ
ー
テ
ィ
ー
ノ
ス

(
P
l
o
t
i
n
o
s
)
ー
ー
山
J

ロ
ー
ン

(
P
h
i
l
o
n
)

の

を
示
し
、

流
れ
を
く
む
ー
~
は
死
に
よ
ら
ず
し
て
霊
魂
が
肉
体
の
束
縛
た
る
物
欲
よ
り
解
放
さ
れ
る
こ
と
を
カ
タ
ル
シ
ス
と
称
し
、
か
か
る
カ

6
5
 

ク
ル
シ
ス
の
徳
を
有
す
る
少
数
者
が
と
き
ど
き
神
と
ま
っ
た
く
合
一
す
る
コ
ウ
コ
ツ
忘
我
の
心
境
を
ニ
ク
ス
ク
シ
ス

(ekstasis)
と

称
し
た
。
ま
た
プ
ラ
ト
ー
ン
の

に
は
デ
ー
ロ
ス

(
D
~
l
o
s
)

祭
の
秘
儀

(
t
amu
s
t
e
h
r
i
a
)

と
し
て
の
エ
レ
ウ
シ

ス
の
秘
儀

(
E
l
e
u
s
i
n
i
a
m
u
s
t
e
h
r
i
a
〈

E
l
e
u
s
i
s
)
の
際
の
テ
オ
ー
リ
ア
ー
ー
_
こ
の
意
味
の
テ
オ
ー
リ
ア
と
は
古
代
ギ
リ
シ
ャ
で
国
際

祭
典
の
神
託
ま
た
は
競
技
会
を
参
観
す
る
た
め
に
諸
国
大
使(
t
h
e
o
r
o
i
)

を
派
遣
す
る
こ
と
ー
~
が
記
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
秘

儀
は
禁
欲
主
義
と
関
連
を
も
ち
、
古
代
ギ
リ
シ
ャ
の
こ
う
し
た
秘
儀
に
お
い
て
神
殿
そ
の
他
を
清
め
る
こ
と
を
古
代
ギ
リ
シ
ャ
で
は

一
般
に
カ
ク
ル
シ
ス
と
称
し
た
。
か
く
て
カ
ク
ル
シ
ス
と
い
う
語
は
う
え
の
ご
と
く
道
徳
的
意
義
に
お
い
て
の
み
認
め
ら
れ
、
ま
た

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
自
身
も
そ
の
「
政
治
学
」
に
お
い
て
音
楽
に

3
種
を
認
め
た
が
、
無
害
で
は
あ
る
が
道
徳
と
関
係
の
な
い
も
の

の
作
用
に
カ
ク
ル
シ
ス
と
い
う
称
を
避
け
た
。
ゆ
え
に
う
え
の
諸
事
実
は
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
の
カ
ク
ル
シ
ス
の
道
徳
的
意
義
に
つ

い
て
の
間
接
証
拠
と
考
え
う
る
。
‘

D

ソ
ー
ク
ラ
テ
ー
ス

(Sokrates)
の
感
化
を
受
け
た
軍
人
・
作
家
。

の
自
著
、
地
方
自
治
と
社
会
事
業
、

1
9
9
頁
に
は
ピ
ロ
ー
ン
（
フ
ィ
ロ
ー
ン
）
に
つ
い
て
そ
の
認
め
る
ニ
ク
ス
ク
シ
ス
そ
の
他
に
つ
い
て
論
ず
る
。

の
近
代
心
理
学
で
は
こ
れ
を
「
消
魂
大
悦
」

(
R
S
5
s
y
)

と
称
し
、

1
種
の
異
常
心
理
と
見
る
。
神
仏
の
姿
を
見
、
ま
た
は
そ
の
声
を
聞
く
と
い
う
幻
覚
的
妄
想

(
h
已
u
9
日
tory
delusions)
を
挫
＂
な
う
こ
と
が
多
い
。

本
論
文
、
七
四
頁
、
七
五
頁
。

「
パ
イ
ド
ー
ン
」

ヽ
＼
/
9
’
 

366 



う
え
に
論
述
し
た
ご
と
く
、

カ
タ
ル
シ
ス
に
は
道
徳
的
意
義
を
認
め
る
の
ほ
か
な
く
、
超
道
徳
的
な
、
実
存
主
義
者
の
解
釈
は
う

え
の
ご
と
き
種
種
の
理
由
で
許
さ
れ
な
い
こ
と
と
な
る
。

た
こ
と
な
ど
の
理
由
で
か
れ
の
い
う
カ
タ
ル
シ
ス
の
意
義
を
離
れ
て
か
れ
の
テ
オ
ー
リ
ア
を
解
し
え
な
い
と
実
存
主
義
者
た
ち
が
主

張
す
る
の
は
正
し
い
。
そ
れ
と
と
も
に
か
れ
ら
が
こ
の
カ
タ
ル
シ
ス
を
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
に
対
す
る

1
種
の
治
療
法
と
見
る
の
は
、

ス
ト
テ
レ
ー
ス
の
「
政
治
学
」

(
P
o
l
i
tica, 
P
o
l
i
 t
i
c
s
)

ー
|
—
原
名
で
は
T
a
p
o
l
i
t
i
k
a

す
な
わ
ち
国
務

に
よ
っ
て
誤
り
な
い
意
見
と
考
え
う
る
。

D

ラ
テ
ソ
語
の

politica
は
こ
の
場
合

politica
ars
で
あ
り
、
従
っ
て

1
種
の
文
芸

(ars)

た
る
政
治
学
で
あ
る
。
つ
ぎ
に
英
語
の
politics

に
は
国
務

(state‘affairs)
の
ほ
か
政
治
学

(political
science)
の
意
味
が
あ
る
し
し
か
し
ギ
リ
シ
ャ
語
で

ta
politika
は
国
務
を
意
味
し
、

h
e
politikeh
は
1
種
の

文
芸

(ark
窓
h)
で
あ
り
、

the
science 
of 
politics
で
あ
る
。

(
A
l
l
o
p
a
t
h
i
e
,
 
a
l
l
o
p
a
t
h
y
,
 
h
e
t
e
r
o
p
a
t
h
y
,

異
種
療
法
）
と
あ
る
。

法
で
あ
り
、
症
状
そ
の
も
の
に
立
ち
向
い
正
面
か
ら
こ
れ
を
攻
撃
す
る
の
が
ア
ロ
パ
テ
ィ
ー
で
あ
り
、
わ
が
国
で
は
対
症
療
法
と
も

称
せ
ら
れ
る
。

い
ま
1
つ
の
ホ
メ
オ
パ
テ
ィ
ー
と
は
こ
の
症
状
を
排
除
せ
ず
、
類
似
の
症
状
に
よ
っ
て
症
状
よ
り
も
病
因
を
治
療
し

よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、

1
種
の
病
因
療
法

(
a
e
t
i
o
l
o
g
i
c
a
l
t
r
e
a
t
m
e
n
t
こ／
G
己
aitia
=
 a
 c
a
u
s
e
)

で
あ
る
。
こ
の
ホ
メ
オ
パ

テ
オ
ー
リ
ア
の
真
義
と
政
治
学

そ
も
そ
も
治
療
法
に
は
古
来
ホ
メ
オ
バ
テ
ィ
ー

治
療
法
で
あ
ろ
う
か
。

タ
ル
シ
ス
の
道
徳
的
意
義
（
上
述
）
か
ら
見
て
正
し
く
な
い
。

ハ九

J

れ
は
症
状
（
徴
候
、

s
y
m
p
t
o
m
s
)

に
関
連
し
て
行
わ
れ
る
療

し
か
し
、
す
で
に
述
べ
た
ご
と
く
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
が
医
家
に
生
ま
れ

ア
リ

し
か
し
論
者
た
ち
が
か
れ
の
カ
ク
ル
シ
ス
を
フ
ロ
イ
ト
的
意
義
の
治
療
法
と
見
る
の
は
カ

し
か
ら
ば
こ
れ
は
い
か
な
る
意
味
に
お
，
い
て
う
え
の
ご
と
き

1
種
の

(
H
o
m
o
o
p
a
t
h
i
e
`
h
o
m
o
e
o
p
a
t
h
y
,

類
似
療
法
、
同
種
療
法
）
と
ア
ロ
バ
テ
ィ
ー

編
第
7
章
に
こ
れ
を
医
療
と
し
て
の
カ
タ
ル
シ
ス
す
な
わ
ち
排
セ
ッ

(
p
u
r
g
a
t
i
o
n
)
 

に
た
と
え
、
詳
し
い
説
明
を
し
て
い
る
個
所

(
S
t
a
t
e
,
A
f
f
a
i
r
s
)
ー

第

8
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テ
オ
ー
リ
ア
の
真
義
と
政
治
学

テ
ィ
ー
は
近
代
に
お
い
て
は
ザ
ー
ム
エ
ル
・
ハ
ー
ネ
マ
ン

(
S
a
m
u
e
l
H
a
h
n
e
m
a
n
n
)
 (
1
7
5
5
1
1
8
4
3
)
が
創
始
し
、

か
れ
に
よ
っ
て

^^similia 
s
i
m
i
l
i
b
u
s
 
c
u
r
a
n
t
u
r
,
"
 
(
L
i
k
e
 
c
u
r
e
s
 
like, 
I
i
i
加
似
のJ
も
の
は
芦
〖
州
5
の
i

の
に
よ
っ
て
い
や
さ
れ
る
、
）
の
原
則

(
t
h
e

ll 

と
称
せ
ら
れ
て
、
そ
の
起
源
は
古
く
、
西
洋
で
は
ヒ
ッ
ボ
ク
ラ
テ
ー
ス

に
さ
か
の
ぼ
る
。
か
れ
は
プ
ラ
ト
ー
ン
や
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
と
ほ
ぼ
同
期
の
人
で
あ
り
、
自
然
良
能

(
V
M
N
=
 vis 
m
e
d
i
c
a
,
 

trix 
n
a
t
u
r
a
e
)

を
尊
重
し
、
そ
の
立
場
か
ら
ホ
メ
オ
バ
テ
ィ
ー
を
認
め
た
が
、
プ
ラ
ト
ー
ン
も
ま
た
後
述
の
ご
と
く
音
楽
の
旋
律

の
う
ち
「
行
動
的
な
も
の
」
と
「
神
が
か
り
的
な
も
の
」
に
こ
の
ホ
メ
オ
パ
テ
ィ
ー
的
効
果
を
認
め
た
。

D

ハ
ー
ネ
マ
ン
は
ホ
メ
オ
パ
テ
ィ
ー
に
用
い
ら
れ
る
薬
品
の
効
力
に
つ
い
て
最
初
の
人
体
実
験
を
行
っ
た
人
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
し
か
も
か
れ
自
身
を
試
験
台

と
し
て
キ
ナ
皮

(cinchoma
bark)
に
よ
っ
て
健
康
時
に
間
欠
熱

(intermittent
fever)
を
生
ぜ
し
め
る
こ
と
を
証
朋
し
た
。
そ
れ
は
キ
ナ
皮
の
マ
ラ
リ
ア
治

療
に
関
す
る
カ
リ
ン

(Cullen)
の
説
明
を
独
訳
中
そ
れ
に
満
足
し
え
な
か
っ
た
の
を
動
機
と
し
た
。
か
れ
は
ウ
ィ
ー
ル
ス
を
治
療
に
用
い
る
可
能
性
を
主
張
し
た

が
、
こ
の
主
張
は
ワ
ク
チ
ソ
注
射

(vaccination)
ー
種
痘
を
も
含
む
ワ
ク
チ
ン
注
射
ー
や
血
清
療
法
（
器
r
u
m
therapy)
ま
で
発
展
し
、
米
国
ソ
ー
ル
ク
博
士

(Dr. 
Salk)
の
ソ
ー
ク
ワ
ク
チ
ン

(the
Salk vaccine)
は
殺
し
た
ボ
リ
オ
ウ
ィ
ー
ル
ス
で
あ
る
。
な
お
ホ
メ
オ
。
＾
テ
ィ
ー
は
い
ま
や
英
米
に
発
達
し
、

L
o
n
d
o
n

H
o
m
o
e
o
p
a
t
h
i
c
 
Hospital
は
じ
め
こ
の
種
病
院
多
く
、
米
国
で
は
こ
れ
を
認
め
る
完
備
し
た
諸
大
学
が
あ
る
。
日
本
で
は
ガ
ン
治
療
と
し
て
の
ホ
メ
オ
パ
テ
ィ

ー
に
対
し
て
圧
力
団
体
的
反
対
さ
え
あ
る
と
い
わ
れ
る
が
、
英
米
で
は
こ
の
種
研
究
が
着
着
と
し
て
進
ん
で
い
る
。

幻

phusio
gar antiprattoudes kenea panta.'ー
H
ば
も
0krates
(
自
然
が
反
対
せ
ば
万
事
実
現
し
な
い
。
ー
ー
H
)
な
お
古
代
ギ
リ
シ
ャ
で
は
日
常
に
お
け

る
社
会
生
活
の
知
恵
を
意
味
す
る
氏
aita
な
る
語
が
食
事
療
法
の
意
味
に
転
用
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
。
そ
れ
は
う
え
の
自
然
良
能
の
考
え
が
、
ひ
ろ
く
民
間
に
も
行

き
わ
た
っ
て
い
て
食
事
療
法
が
治
療
法
と
い
う
よ
り
む
し
ろ
日
常
に
お
け
る
病
気
予
防
法
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
英
語
の

diet
(
食
事
療

法
）
は
ギ
リ
シ
ャ
語

diaita
に
出
る
。

か
く
て
医
聖
ヒ
ボ
ク
ラ
テ
ー
ス
、
プ
ラ
ト
ー
ン
1

後
述
の
ご
と
く
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
も
ー
や
ガ
レ
ー
ノ
ス

(
G
a
l
e
n
6
s
)
は

医
学
を
含
む
万
学
の
基
礎
と
し
て
の
哲
学
—
ー
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
の
場
合
は
政
治
哲
学
—
ー
を
認
め
、
そ
の
意
味
で
ガ
レ
ー
ノ
ス

は
有
名
な
言
た
る
「
最
善
の
医
者
は
ま
た
哲
学
者
、
」

(aristos
iatros 
k
a
i
 
p
h
i
l
6
s
o
p
h
o
s
,
)

を
残
し
た
。

ー
ス
や
ガ
レ
ー
ノ
ス
の
場
合
、
医
学
は
哲
学
に
隷
属
し
た
も
の
で
な
く
、

p
r
i
n
c
i
p
l
e
 
o
fー

）

と
は
云
え
ヒ
ボ
ク
ラ
テ

ヒ
ボ
ク
ラ
テ
ー
ス
は
西
洋
に
お
い
て
医
学
を

1
つ
の
専
門

(
H
i
p
p
o
k
r
a
t
e
s
)
 C

警
6
0
?
|
3
7
7
)

七
〇
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J

の
精
神
分
析
解
釈
で
は
、

フ
ロ
イ
ト
も
ュ
ン
も
症
状
に
正
面
か
ら
立
向
っ
て
攻
撃
す
る

七

「
精
神
指
導
法
」

(
P
s
y
c
h
a
g
o
g
i
e
,

プ

し
た
。
こ
の
意
味
の
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
は
フ
ロ
イ
ト
な
ど
も
認
め
た
が
、

い
る
も
の
を
「
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
」

(
K
o
m
p
l
e
x
)

と
称
し
、

こ
の
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
が
夢
お
よ
び
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
の
原
因
で
あ
る
と

ll 

学
と
し
て
哲
学
よ
り
独
立
せ
し
め
た
最
初
の
人
で
あ
り
、
そ
の
ゆ
え
「
医
学
の
父
」
と
称
せ
ら
れ
る
。

D
ヒ
ボ
ク
ラ
テ
ー
ス
の
上
の
考
え
は
今
日
も
な
お
西
洋
の
伝
統
的
考
え
で
あ
り
、
英
米
な
ど
で

M
.
D
.
の
学
位
を
受
け
る
と
き

Hippocratic
oath
の
宜
誓
が

あ
り
、
か
つ
こ
の
学
位
は
日
本
の
医
博
の
大
半
の
場
合
に
見
る
ご
と
き
年
少
未
経
験
者
に
与
え
ら
れ
る
こ
と
も
な
い
。
な
お
う
え
の

oath
は
ヒ
ッ
ポ
ク
ラ
テ
ー
ス

の
作
と
伝
え
ら
れ
る
倫
理
網
領
で
あ
る
。

つ
ぎ
に
ノ
イ
ロ
ー
ゼ

(
P
s
y
c
h
o
n
e
u
r
o
s
e
,
 
p
s
y
c
h
o
n
e
u
r
o
s
i
s
)

に
関
す
る
治
療
法
に
つ
い
て
い
え
ば
、

よ
び
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
に
関
し
、

「
後
向
き
の
解
釈
」

(
r
e
t
r
o
s
p
e
c
t
i
v
e
i
n
t
e
r
p
r
e
t
a
t
i
o
n
)

た
る
精
神
分
析
学
的
解
釈
を
と
る
1
面
あ
る

こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
こ
の
面
に
お
い
て
、

ず
、
先
祖
伝
来
の
シ
コ
リ
を
も
認
め
、

テ
オ
ー
リ
ア
の
真
義
と
政
治
学

か
れ
は
人
間
の
意
識
的
欲
求
で
抑
圧
さ
れ
て
無
意
識
と
な
り
心
の
シ
コ
リ
に
な
っ
て

ュ
ン
は
こ
の
シ
コ
リ
を
個
人
の
体
験
に
よ
る
も
の
に
限
ら

ま
た
こ
の
シ
コ
リ
を
フ
ロ
イ
ト
の
ご
と
く
性
的
衝
動

(
G
g
c
h
l
e
c
h
t
s
t
r
i
e
b
)
に
限
ら
ず
、

た
ア
ド
ラ
ー

(
A
d
l
e
r
)

の
ご
と
く
性
的
衝
動
と
そ
れ
に
上
位
す
る
優
越
感

(
S
u
p
e
r
i
o
r
i
t
a
t
,

緒
を
も
含
む
広
い
意
味
の
欲
求
と
見
て
こ
れ
を
「
リ
ビ
ド
ー
」

(libido)

と
称
し
た
。

な
お
ュ
ン
は
ア
ド
ラ
ー
と
と
も
に
夢
お
よ
び
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
に
関
し
、

ま

カ
ヘ
の
欲
求
）
に
限
ら
ず
、
道
徳
的
情

シ
ュ
ハ
。
コ
ギ
ー
）
ー
暗
示
・
説
得
・
再
教
育
の
ご
と
き
ー
—
を
と
っ
て
ア
ロ
パ
テ
ィ
ー
を
行
な
う
こ
と
な
く
、
症
状
を
攻
撃
せ
ず

逆
に
昔
の
体
験
ー
_
|
抑
圧
さ
れ
た
意
識
と
こ
の
抑
圧
カ
ー
を
思
い
出
さ
せ
る
。
た
だ
し
先
祖
の
体
験
の
場
合
で
は
、
神
を
見
る
夢

・
劇
に
お
い
て
そ
れ
を
ふ
た
た
び
意
識
す
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
思
い
出
は
な
い
。
か
く
て
う
え
の
再
意
識
に
よ
り
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス

か
ら
脱
せ
し
め
る
が
、
こ
の
方
法
を
カ
タ
ル
シ
ス
と
呼
ぶ
が
、
そ
れ
は

1
種
の
ホ
メ
オ
パ
テ
ィ
ー
で
あ
る
。

「
前
向
き
の
解
釈
」

(
p
r
o
s
p
e
c
t
i
v
e
i
n
t
e
r
p
r
e
t
a
t
i
o
n
)
を
も

ユ
ソ

(
J
u
n
g
)
に
は
夢
お
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な
ん
と
な
れ
ば
集
団
を
造
る
本
能
が
人
類

の
古
い
大
脳
皮
質

(cerebral
c
o
r
t
e
x
)

に
存
す
る
こ
と
が
大
脳
生
理
学
上
、
最
近
分
明
と
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

D
人
類
の
動
物
的
本
能
が
古
い
大
脳
皮
質
に
存
し
、
こ
の
本
能
と
区
別
さ
れ
る
理
性
ー
生
後
の
知
を
取
り
入
れ
る
ー
は
新
し
い
大
脳
皮
質
に
存
す
る
こ
と
は
以
前
か

ら
明
ら
か
で
あ
っ
た
。
し
か
し
こ
の
知
に
加
え
る
新
発
見
に
よ
っ
て
新
し
い
大
脳
生
理
学
は
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
の
能
動
的
理
性
と
「
受
動
的
理
性
」
の
区
別
（
関

大
法
学
10
巻
3
号
の
自
作
、

2
頁、

3
頁
）
を
連
想
せ
し
め
る
。

し
か
ら
ば
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
の
カ
タ
ル
シ
ス
と
は
何
ぞ
や
。
思
う
に
、
そ
れ
は
上
述
し
た
ュ
ン
の
リ
ビ
ド
ー
と
し
て
の
道
徳
的

欲
求
の
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
と
な
っ
て
い
る
場
合
の
カ
ク
ル
シ
ス
に
当
り
、
そ
の
意
味
で
1
種
の
ホ
メ
オ
。
＾
テ
ィ
ー
で
あ
る
。
こ
の
こ

と
は
、
す
で
に
述
べ
た
理
由
の
ほ
か
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
の
「
悲
劇
」
の
定
義
の
原
ギ
リ
シ
ャ
語
に
お
い
て
「
諸
形
相
」
と
い
う
か

れ
の
哲
学
的
表
現
に
関
係
す
る
う
え
の
属
格
が
う
え
の
ご
と
<
k
h
0
1
r
i
s

を
前
置
詞
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
疑
う
余
地
が

な
い
。
な
お
う
え
の
場
合
、
抑
圧
す
る
力
が
神
を
否
定
し
、
他
人
に
対
し
尊
大
と
な
る
自
ら
の
ゴ
ゥ
慢
べ
h
u
p
e
r
e
p
h
a
n
i
a
)
で
あ
る

こ
と
が
か
れ
と
ほ
ぼ
同
期
の
ソ
ボ
ク
レ
ー
ス
の
悲
劇
観
と
前
者
の
い
う
テ
オ
ー
リ
ア
の
真
義
（
後
述
）
に
よ
っ
て
明
ら
か
と
せ
ら
れ

る
。
な
お
う
え
の
場
合
の
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
は
何
ら
か
の
機
縁
に
そ
の
反
射
運
動
的
結
果
と
し
て
ゴ
ゥ
慢
に
基
づ
く
道
徳
的
頑
固
を

招
く
が
、
う
え
の
カ
ク
ル
シ
ス
は
こ
の
シ
コ
リ
を
排
セ
ッ
す
る
。
し
か
る
に
人
間
は
い
か
に
正
善
を
目
的
と
す
る
も
も
と
も
と
ゴ
ウ

は
症
状
に
無
関
係
な
る
病
因
療
法
（
既
出
）
で
あ
り
、

し
か
も
自
然
治
癒
力
を
助
け
る
。

が
、
ア
ド
ラ
ー
は
優
越
感
に
基
づ
く
未
来
の
そ
れ
が
現
在
、
満
た
さ
れ
て
い
な
い
た
め
の
フ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

(Frustration, 

テ
オ
ー
リ
ア
の
真
義
と
政
治
学

と
り
、
こ
れ
に
基
づ
く
「
精
神
指
導
法
」
を
認
め
、
こ
れ
に
む
し
ろ
重
点
を
置
く
。
か
れ
は
「
リ
ビ
ド
ー
」
に
基
づ
く
未
来
の
願
望

欲
求
不
満
）
に
よ
る
緊
張
が
夢
お
よ
び
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
の
原
因
と
な
る
と
考
え
る
。
従
っ
て
か
れ
ら
は
こ
の
治
療
法
と
し
て
未
来
に
対

す
る
適
応

(
A
n
p
a
s
s
u
n
g
,
a
d
j
u
s
t
m
e
n
t
)

ー
~
社
会
的
順
応

(
s
o
z
i
a
l
e

A
d
a
p
t
a
t
i
o
n
)
ー
を
指
導
す
る
。
こ
の
場
合
の
精
神
療
法

七一
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テ
オ
ー
リ
ア
の
真
義
と
政
治
学

l
o
v
e

を
伴
な
う

r
g
p
e
c
t

(
尊
敬
）
で
あ
る
。

(
h
畑）

e
u
s
e
b
e
i
a
C

崇
敬
）

優
越
」

慢
で
あ
る
か
ら
、

と
い
う
語
が
避
け
ら
れ
て
い
る
。

七一

一
般
的
に
い
っ

か
か
る
カ
ク
ル
シ
ス
は
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
の
道
徳
的
指
導
の
前
提
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
一
方
か
れ
は
「
倫
理
的

m
 

(
e
t
h
i
k
e
 
a
r
e
t
e
h
,
 
pl. 
e
t
h
i
k
a
l
 
aretai)

の
条
件
と
し
て
の
健
康
を
主
張
し
た
。

こ
の
意
味
の
健
康
を
招
く
1
方
法
で
あ
る
。

D
幻
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
の
「
倫
理
的
優
越
」
に
つ
い
て
は
自
著
、
英
国
刑
事
公
民
政
治
史
序
説
（
増
補
13
版）、

9
頁
参
照
。
こ
の
本
文
の
個
所
を
執
筆
中
、

1
9
6
5
年
9
月
は
じ
め
、
京
都
自
宅
の
庭
に
百
日
草

(zinnia)
の
大
輪
が
紅
も
ゆ
る
美
し
さ
で
お
お
し
く
も
咲
き
そ
め
た
。
こ
の
草
は
そ
の
年
の
春
ま
っ
た
く
は
か

ら
ず
も
そ
こ
に
植
え
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
百
日
草
は
一
般
に
、
英
語
で
はy
o
u
t
h
'
g
d
'
o
l
d
,
a
g
e

と
も
称
せ
ら
れ
、
こ
の
今
様
の
名
称
~
昔
は

P
廿
n
e
,

b
l
o
o
m
 a
n
d
 age
と
称
し
た
人
生
を
今
で
は

youth,
p
r
i
m
e
 a
n
d
 age
と
い
う
ー
に
よ
っ
て
百
日
草
は
健
康
な
る
長
命
に
恵
ま
れ
た
人
生
を
象
徴
す
る
も
の

と
せ
ら
れ
る
。

な
お
「
ニ
コ
マ
コ
ス
倫
理
学
」
の
冒
頭
に
は
「
技
術
」

(tekhne)
も
「
科
学
的
調
査
」

(
m
e
t
h
&
8
)
も
「
行
為
」

G
品
且
s)
も
「
意
図
」

G
r
g庄
匝
s)
も

す
べ
て
な
ん
ら
か
の
「
善
」
（
〔
to)
agathon)
を
め
が
け
て
い
る
旨
を
記
し
て
い
る
。
従
っ
て
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
は
技
術
的
法
規
も
間
接
で
は
あ
る
が
倫
理
的

法
規
が
直
接
に
目
的
と
す
る
も
の
を
め
が
け
て
い
る
と
考
え
た
と
思
う
。

な
お
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
の
カ
ク
ル
シ
ス
に
つ
い
て
か
れ
の
悲
劇
の
定
義
の
な
か
に
は

(
h
o
)
p
h
6
b
o
s
 (
恐
怖
）
と
い
う
語
が
あ
り
、

ー
ス
が

e
u
s
e
b
e
i
a

を
避
け

p
h
6
b
o
s
を
用
い
た
の
は
、

て
、
こ
の
宗
教
的
意
義
を
感
じ
な
い
か
ら
で
あ
り
、

の
ち
の
語
は
英
語
の

revere:nce,
a
d
o
r
a
t
i
o
n

に
当
り
、

従
っ
て
さ
き
の
語
が
ド
イ
ツ
語
の

S
c
h
r
e
c
ke
n

に
当
る
と
す
れ
ば
、

S
c
h
r
e
c
k
e
n

と
区
別
さ
れ
る

(die)
F
u
r
c
h
t
あ
る
い
は

(die)
E
h
r
f
u
r
c
h
t
が
あ
と
の
語
に
近
い
で
あ
ろ
う
。

意
義
が
あ
る
が
、
こ
の
悲
劇
を
見
て
主
人
公
に
「
同
情
」
し
そ
の
結
果
は
じ
め
て
カ
ク
ル
シ
ス
を
受
け
る
観
客
は
、

f
e
a
r
 
a
n
d
 

こ
の

(
d
e
r
)

ア
リ
ス
ト
テ
レ

人
間
の
ゴ
ゥ
慢
が
妨
げ
ら
れ
る
運
命
の
皮
肉
に
は
別
述
の
ご
と
き
宗
教
的

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
が
こ
の
意
義
で
と
く
に

p
h
6
b
o
s
を
用
い
た
こ
と
は
、

か

れ
が
後
述
の
ご
と
く
人
間
の
テ
オ
ー
リ
ア
が
必
要
な
こ
と
を
主
張
し
た
こ
と
で
う
か
が
わ
れ
る
。
さ
れ
ば
レ
ッ
シ
ン

(
L
e器
i
n
g
)
が

従
っ
て
か
れ
に
と
っ
て
カ
ク
ル
シ
ス
は
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治
学
」
第
8
編
第
7
章
7
9
0

に
お
い
て
、

（
な
お
①
に
も
お
そ
ら (

t
o
 

1) 

2) 

3) 

テ
オ
ー
リ
ア
の
真
義
と
政
治
学

p
h
6
b
o
s

に
対
し
、
従
来
の
訳
語
た
る
舒
h
r
e
c
k
e
n

を
避
け

F
u
r
c
h
t

の
訳
語
を
用
い
た
の
は
、
宗
教
的
意
義
を
織
り
込
ん
で
い
て

以
上
の
ご
と
く
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
の
カ
ク
ル
シ
ス
は
ュ
ン
の
う
え
の
ご
と
き
カ
ク
ル
シ
ス
に
当
る
。
し
か
る
に
ュ
ン
は
ノ
イ
ロ

ー
ゼ
に
つ
い
て
な
お
精
神
指
導
法
を
認
め
た
が
、
こ
れ
に
当
る
も
の
は
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
も
認
め
た
と
考
え
う
る
。
そ
れ
は
テ
オ

ー
リ
ア
で
あ
り
、
こ
の
意
義
を
後
に
論
述
す
る
。
し
か
ら
ば
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
の
カ
ク
ル
シ
ス
と
テ
オ
ー
リ
ア
を
か
れ
が
よ
く
知

lJ

の

っ
て
い
た
、
プ
ラ
ト
ー
ン
の
旋
律
の
区
別
た
る
「
神
が
か
り
的
な
も
の
」
と
「
倫
理
的
な
も
の
」
に
当
て
て
区
別
し
た
可
能
性
が
大

m} 

で
あ
り
、
も
し
そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
う
え
の

d
i
a
i
t
a

と
し
て
ま
た
は
そ
の

1
種
た
る
「
治
療
法
」

(
t
h
e
r
a
p
e
i
a
)

と
し
て
カ
ク

ル
シ
ス
は
「
神
が
か
り
的
な
も
の
」

(
e
n
t
h
o
u
s
i
a
s
t
i
k
e
h
)

で
あ
り
、
テ
オ
ー
リ
ア
は
「
倫
理
的
な
も
の
」

(
e
t
h
i
k
e
h
)

で
あ
る
と
考

え
う
る
。
か
く
て
テ
オ
ー
リ
ア
も
既
述
の
カ
ク
ル
シ
ス
と
と
も
に
「
倫
理
的
優
越
」
の
条
件
と
し
て
の
健
康
を
招
く
方
法
で
あ
る
。

本
論
文
、
七
五
頁
。

本
論
文
、
七

0
頁
、
注
幻
゜

．．． 

な
お
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
は
う
え
の
カ
ク
ル
シ
ス
に
音
楽
的
医
療
効
果
を
認
め
た
が
、
音
楽
的
な
こ
の
種
の
も
の
を
そ
れ
に
限
っ

を
分
類
し
、

た
の
で
は
な
か
っ
た
。
そ
し
て
い
ま
1
つ
の
医
療
的
音
楽
も
カ
ク
ル
シ
ス
と
あ
い
並
べ
て
重
視
し
た
。
す
な
わ
ち
か
れ
は
そ
の
「
政

ll 

あ
る
哲
学
者
た
ち
は
旋
律

(
t
o

m
e
l
o
s
)
 

①
「
倫
理
的
な
も
の
」

CDIthik6n)

・
図
「
行
動
的
な
も
の
」

(
t
o
p
r
a
k
t
i
k
6
n
)

な
ら
び
に
⑱
「
神
が
か
り
的
な
も
の
」

(
t
o
e
n
t
h
o
u
s
i
a
s
t
i
k
g
)

と
な
し
た

が
、
こ
れ
を
継
承
す
る
と
し
、
こ
の
う
ち
⑰
と
⑱
に
精
神
的
医
療
的
効
果
を
認
め
た
こ
と
は
明
白
で
あ
り
、

く
同
じ
効
果
を
認
め
た
と
思
え
る
）
⑥
を
も
っ
て
う
え
カ
ク
ル
シ
ス
に
限
る
と
し
た
。
し
か
る
に
一
方
プ
ラ
ト
ー
ン
は
「
パ
イ
ド
ー

の

ン
」
に
記
し
た
秘
儀
と
し
て
の
テ
オ
ー
リ
ア
に
お
け
る
音
楽
旋
律
を
「
倫
理
的
な
る
も
の
」
と
考
え
、
か
れ
の
「
諸
法
律
」

(
N
6
m
o
i
)

原
文
に
正
確
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

七
四
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7
"
7
9
0
に
記
す
る
デ
ィ
オ
ニ
ュ
ー
ツ
ス

(
D
i
6
n
u
s
o
s
)
の
祭
り
に
お
け
る
「
合
唱
舞
踏
と
音
楽
」

(
k
h
o
r
e
i
a
k
a
i
 m
o
u
s
a
)
を
「
神

が
か
り
的
な
も
の
」
と
な
し
、
さ
ら
に
後
書
同
所
で
は
子
も
り
歌
を
「
行
動
的
な
も
の
」
と
認
め
た
。
そ
の
ば
あ
い
「
神
が
か
り
的

(to 
e
n
t
h
o
u
s
i
a
s
t
i
k
6
n
)
と
は
「
神
が
か
り
」

(
e
n
t
h
o
u
s
i
a
s
m
6
s
)
を
認
め
た
の
で
は
な
く
、

理
と
見
て
ホ
メ
オ
パ
テ
ィ
ー
と
し
て
の
旋
律
を
こ
の
ポ
メ
オ
。
ハ
テ
ィ
ー
の
点
か
ら
「
神
が
か
り
的
な
も
の
」
と
称
す
る
の
で
あ
る
。

し
か
ら
ば
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
は
旋
律
に
関
す
る
プ
ラ
ト
ー
ン
の
う
え
の
分
類
を
認
め
な
が
ら
、

七
五

て
は
プ
ラ
ト
ー
ン
の
認
め
る
う
え
の
酒
神
祭
に
お
け
る
「
合
唱
舞
踏
と
音
楽
」
を
排
斥
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
な

お
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
は
う
え
の
「
行
動
的
な
も
の
」
に
つ
い
て
は
う
え
の
意
味
で
有
益
で
は
あ
る
が
、
同
時
に
道
徳
的
に
無
害
で

①
 

あ
る
と
し
た
。

D
自
著
、
正
統
政
治
学
、

97
頁
参
照
。
め
本
論
文
、
四
八
頁
注
、
六
八
頁
。

の
し
か
ら
ば
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
は
喜
劇
に
つ
い
て
は
そ
の
旋
律
を
い
か
に
考
え
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
も
そ
も
古
代
ギ
リ
シ
ャ
で
は
悲
劇
は
日
品
o'dia
(tragos, 

a
 he
,
g
g
t
+
o
'
d
e
h
,
 a.. 
so品
）
と
呼
ば
れ
、
こ
の
語
の
ミ
ナ
モ
ト
は
そ
こ
に
出
場
し
た
俳
優
が
デ
ィ
オ
ニ
ュ
ー
ソ
ス

(Pi6nusos)
の
従
者
た
る
日
agos
に

フ
ソ
装
し
て
出
湯
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
と
も
称
せ
ら
れ
る
に
反
し
、
喜
劇
は

komo'dia
(komos, a
 festival procession+o'deh)
と
称
せ
ら
れ
、
こ
の

語
源
は
デ
ィ
オ
ニ
ュ
ー
ソ
ス
祭
の
と
き
の
大
衆
の
行
列
に
お
け
る
社
会
批
判
的
シ
ュ
ブ
レ
ヒ
n
ー
ル
の
歌
を
意
味
す
る
。
従
っ
て
こ
の
喜
劇
の
3
時
期
の
う
ち
旧
喜

劇

(arkhaia
k.)
の
時
期
は
政
治
・
社
会
風
刺

G
o
l
i
t
i
c
a
l
g
d
8
g
i
l
器
仔
g)
の
時
代
で
あ
り
、
ア
リ
ス
ト
。
＾
ネ
ー
ス

(
A仕
吾
p
ぽ
n卯
）
を
最
高
峰
と
す

る
。
そ
の
作
「
雲
」

(h巴
Nephelai,
C
l
o
u
d
s
)

で
は
ソ
ク
ラ
テ
ー
ス
が
経
営
者
た
る
思
想
作
業
湯
S
h
r
o
n
t
i
s
t
e
h
r
i
o
n
•
p
h
r
o
n
t
i
s
t
e
r
y
,

th甘
圧
ng,shop)
は

8phists
の
店
で
新
興
宗
教
の
神
神
た
る
雲
を
招
き
、
正
義
の
弁
護

(d芹
昏
涵

logos,
a
 plea of 
justice)
で
な
く
、
不
正
義
の
弁
護

(adikos
logos)
を

教
え
る
。
こ
の
作
で
「
雲
」
と
は
風

(aehr,
き
り
・
か
す
み
・
雲
を
含
む
）
（
自
著
、
正
統
政
治
学
、

1

は
頁
参
照
）
を
も
っ
て
万
物
の
根
瀬

(a-rkheh)
と
見

た
自
然
哲
学
者
ア
ナ
ク
シ
メ
ネ
ー
ス

(Anaximenes)
に
対
す
る
風
剌
で
あ
る
。
こ
の
旧
喜
劇
の
時
代
に
つ
い
で
中
喜
劇

(
m窟
e
k
.
)
•新
喜
劇
(
n魯

k
.
)の

両
期
が
続
き
、
新
喜
劇
は
政
治
お
よ
び
社
会
に
対
す
る
風
剌
そ
の
他
の
一
切
の
直
接
批
判
を
避
け
た
時
代
で
、
こ
の
新
喜
劇
が
そ
の
後
に
お
け
る
西
洋
喜
劇
の
伝
統

と
な
っ
た
。
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
は
こ
の
旧
喜
劇
が
新
喜
劇
へ
移
る
中
間
た
る
中
喜
劇
の
時
代
の
人
で
あ
る
。
従
っ
て
第
1
期
で
は
喜
劇
の
政
治
倫
理
・
社
会
倫
理

的
意
義
が
強
調
さ
れ
た
が
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
は
、
後
述
の
ご
と
く
、
テ
オ
ー
リ
ア
に
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
の
病
因
治
療
を
認
め
た
か
ら
、
旧
喜
劇
に
つ
い
て
は
そ
の
主

張
さ
れ
た
倫
理
的
意
義
を
認
め
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
、
か
れ
に
し
て
も
し
新
喜
劇
い
ご
に
生
ま
れ
て
い
た
な
ら
、
こ
の
種
の
喜
劇
に
つ
い
て
そ
の
旋
律

テ
オ
ー
リ
ア
の
真
義
と
政
治
学

な
も
の
」

「
神
が
か
り
的
な
も
の
」
に
つ
い

「
神
が
か
り
」
を
異
常
心
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そ
の
他
を
欠
く
こ
と
が
で
き
な
い
。

テ
オ
ー
リ
ア
の
真
義
と
政
治
学

(
a
t
u
k
h
e
m
a
,
 
pl. 
atu, 

し
か
ら
ば
つ
ぎ
に
、
う
え
の
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
の
カ
ク
ル
シ
ス
の
意
義
に
基
づ
き
テ
オ
ー
リ
ア
の
真
義
を
述
べ
る
に
、
こ
の
カ

ク
ル
シ
ス
の
結
果
う
え
の
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
が
除
か
れ
、
人
間
乎
等
観
＇
~
わ
れ
も
ひ
と
も
と
も
に
、
「
野
獣
あ
る
い
は
神
」

(
e
htherion, 

e
h
 t
h
e
6
s
)

と
区
別
さ
れ
る
「
人
間
」

(anthr01pos)

と
し
て
そ
の
「
形
相
」
を
ひ
と
し
く
有
す
る
も
の
と
考
え
る
こ
と
ー
の
も

ni 

と
に
正
善
へ
の
努
力
が
行
な
わ
れ
る
。

勢
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
は
む
ろ
ん
卑
屈
で
も
な
く
、

こ
の
人
間
乎
等
観
は
う
え
の
「
ゴ
ウ
慢
」

(
h
u
p
e
r
e
p
h
a
n
i
a
)

と
区
別
せ
ら
れ
る
1
の
低
姿

＾^
 2 

ま
た
既
述
の

"
"
S
p
u
c
k
e

で
も
な
い
。

D

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
の
「
正
義
」
・
「
公
乎
」
な
ど
に
つ
い
て
は
自
著
、
英
国
刑
事
公
民
政
治
史
序
説
（
増
補
13
版）、

2
1
6
頁
以
下
、
同
付
録
、

42
頁
、
自
著
、
最

高
文
芸
と
し
て
の
正
統
政
治
学
、

29
頁、

58
頁、

59
頁。

幻
本
論
文
、
五

0
頁
、
五
一
頁
。

か
く
て
人
は
カ
ク
ル
シ
ス
の
後
う
え
の
平
等
観
の
も
と
正
善
の
た
め
そ
の
ベ
ス
ト
を
尽
す
も
、

n~ 

m
a
r
t
e
m
a
,
 pl. 
h
a
m
a
r
t
e
h
m
a
t
a
)
 C
広
義
）
ー
「
過
失
行
為
」
（
狭
義
）

な
お
自
ら
の
「
過
失
行
為
」
合
a,

と
「
不
運
」

(
h
a
m
a
r
t
e
m
a
)
 

k
h
e
h
m
a
t
a
)
ー
ま
た
は
他
人
の
「
不
正
行
為
」

(
a
d
i
k
e
m
a
,
pl. a
d
i
k
e
h
m
a
t
a
)
 C
広
義
）
に
よ
る
、
内
外
よ
り
の
障
害
と
い
う
、
運

命
の
皮
肉
た
る
「
不
運
」

(
a
t
u
k
h
e
m
a
)
C

広
義
）
の
た
め
そ
の
目
的
に
達
し
う
る
こ
と
の
少
な
い
こ
と
を
真
剣
に
努
力
す
れ
ば
す
る

ほ
ど
自
覚
す
る
こ
と
多
く
、
そ
の
極
は
「
手
も
足
も
折
れ
て
霜
夜
の
キ
リ
ギ
リ
ス
」
の
感
に
達
す
る
。
こ
れ
う
え
の
道
徳
的
フ
ラ
ス

ト
レ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
の
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
で
あ
る
が
、

と
考
え
う
る
。

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
の
テ
オ
ー
リ
ア
と
は
こ
の
病
因
の
唯
一
の
治
療
法
で
あ
る

一
方
に
お
い
て
う
え
の
ご
と
き
努
力
の
結
果
か
か
る
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
に
ま
で
行
か
ね
ば
も
と
も
と
ゴ
ウ
慢
な
人
間
は
テ

オ
ー
リ
ア
の
心
境
に
達
し
な
い
。
か
く
て
以
上
の
ご
と
き
正
善
実
行
の
努
力
と
テ
オ
ー
リ
ア
は
車
の
両
輪
の
ご
と
く
、

に
う
え
の
「
行
動
的
な
も
の
」
を
明
白
に
認
め
て
い
た
と
思
え
る
。

お
の
お
の
は

七
六
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テ
オ
ー
リ
ア
の
真
義
と
政
治
学

は
う
え
の

2
種
の
「
倫
理
学
」
の
抜
粋
で
あ
る
。

こ
の

「
ニ
ウ
デ
ー
モ
ス
倫
理
学
」

は

七
七

「
ニ
コ
マ
コ
ス
倫
理
学
」
の
上
述
第

10
編

ー
モ
ス

(
E
u
d
e
m
o
s
)

が
「
ニ
コ
マ
コ
ス
倫
理
学
」

D

幻
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
は
広
義
の
「
不
正
行
為
」

(
a
d
i
k
e
m
a
)
に
3
種
あ
り
と
し
、
「
過
失
行
為
」
（
狭
義
）
（
h
目
1artema)
・
不
運

(
a
t
u
k
h
e
m
a
)
お
よ

び
「
不
正
行
為
」
（
狭
義
）
（
a
d
i
k
h
e
m
a
)
と
し
た
（
ニ
コ
マ
コ
ス
倫
理
学
、
第
5
編
、
第
8
章`

1
1
3
5
b
)
。
狭
義
の
「
不
正
行
為
」
と
は
一
時
の
激
情
に
基
づ
く

と
こ
ろ
の
、
ま
た
は
前
も
っ
て
計
画
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
故
意
の
行
為
。
「
不
運
」
と
は
認
識
な
き
過
失
で
あ
る
。

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
の
以
上
の
ご
と
き
過
失
観
は
ロ
ー
マ
法
上
に
お
い
て
過
失

(culpa)
す
な
わ
ち
広
義
の
ヶ
怠

(negliggtia)
が
重
過
失

(lata
culpa, 

crassa 
negligentia)
・
軽
過
失

(levis
c
u
l
p
a
)
•

最
軽
過
失
(
l
e
v
i
s
s
i
m
a

culpa)
に
分
か
た
れ
、
重
過
失
と
軽
過
失
が
放
ラ
ツ
(
-
日
c日
は
）
と
し
て
狭
義
の

ヶ
怠

(negligentia)
す
な
わ
ち
最
軽
過
失
と
区
別
せ
ら
れ
る
こ
と
、
お
よ
び
、
英
法
の
法
諺
た
る
「
ヶ
怠
は
常
に
不
幸
を
友
と
す
る
、
」

0
f
o
g
l
i
g
g岳
：
器
m
p
e
r

ぼ
bet
infortuniam c
o
m
i
t
e
m
,
 Negligence a
l
w
a
y
s
 h
a
s
 misfortune for a
 companion,) 
(Co. Litt. 
246)
を
寧
宰
庶
せ
し
め
る
。

な
お
自
己
お
よ
び
他
人
の
お
こ
す
広
義
の
「
過
失
行
為
」
に
関
し
て
、
ク
レ
チ
ュ
マ
ー

a
H
eけ
c
h
m
e
r
)
の
質
生
物
学

(konstitutionelle
Biologie)
の
い

わ
ゆ
る
「
質
」

(Konstitution)
を
考
慮
に
入
れ
る
と
き
は
、
か
か
る
過
失
を
な
る
べ
く
避
け
る
た
め
の
健
康
保
持
の
必
要
が
大
い
に
感
ぜ
ら
れ
る
。
〔
ま
た
四
柱

推
命
（
別
述
）
的
な
相
性
（
あ
い
シ
ョ
ウ
）
は
非
科
学
的
背
理
で
あ
る
が
、
う
え
の
「
質
」
に
基
づ
く
相
性
に
は
科
学
的
合
理
性
が
あ
る
。
〕

し
か
ら
ば
つ
ぎ
に
ア
リ
ス
ト
ア
レ
ー
ス
の
テ
オ
ー
リ
ア
の
真
義
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
テ
オ
ー
リ
ア
を
も
っ
て
う
え
の
ご
と
く

神
の
な
す
静
観
と
主
張
す
る
通
説
の
出
典
は
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
の
「
第

1
哲
学
」
お
よ
び
「
ニ
コ
マ
コ
ス
倫
理
学
」
で
あ
る
。
し

ll 

か
る
に
こ
の
「
第

1
哲
学
」
は
断
片
的
で
草
稿
の
よ
う
で
あ
る
こ
と
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
の
講
演
は
そ
の
弟
子
た
ち
に
対
す
る
高

の

級
の
も
の
も
既
述
の
ご
と
く
か
れ
の
い
う
「
口
授
講
演
」
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
見
て
、
多
く
の
人
に
よ
っ
て
か
れ
の
著
述
と
考
え
ら

れ
て
い
る
も
の
の
大
部
分
は
こ
の
「
口
授
講
演
」
を
後
世
に
弟
子
が
編
集
し
た
も
の
で
あ
り
、
少
く
と
も
こ
の
「
第

1
哲
学
」
が
こ

し
か
も
「
ニ
コ
マ
コ
ス
倫
理
学
」

(
e
t
h
i
k
a
N
i
k
o
m
a
k
h
e
i
a
)

は
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
の
子
ニ
コ
マ
コ
ス

集
し
、
父
の
死
後
公
刊
し
た
も
の
で
あ
り
、

「
大
倫
理
学
」
と
変
ら
な
い
と
考
え
う
る
。

め

(
N
i
k
6
m
a
k
h
o
s
)

が

編

「
ニ
ウ
デ
ー
モ
ス
倫
理
学
」

(e.
E
u
d
e
h
m
i
a
)

は
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
の
弟
子
工
ウ
デ

の
誤
り
を
修
正
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
り
、

「
大
倫
理
学
」

(e. 
m
e
g
a
.
l
a
)
 

の
種
の
編
集
物
で
あ
る
こ
と
は
「
ニ
コ
マ
コ
ス
倫
理
学
」
、

「
エ
ウ
デ
ー
モ
ス
倫
理
学
」
、

375 



テ
オ
ー
リ
ア
の
真
義
と
政
治
学

ー
—
神
の
静
蜆
と
し
て
の
テ
オ
ー
リ
ア
を
記
述
す
る
ー
を
削
除
し
て
い
る
し
、
「
大
倫
理
学
」
は
「
自
ら
を
直
観
す
る
直
観
」

(
n
o
.

e
h
s
i
s
 
n
o
e
h
s
e
o
s
)

の
観
念
は
不
条
理
で
あ
る
と
し
、
神
が
テ
オ
ー
リ
ア
（
無
我
の
心
境
を
静
観
す
る
こ
と
）
を
行
な
う
と
す
る
と
「
自

ら
を
直
観
す
る
直
観
」
で
あ
る
か
ら
神
に
は
テ
オ
ー
リ
ア
は
あ
り
え
ず
、
人
間
に
あ
り
う
る
テ
オ
ー
リ
ア
は
他
者
た
る
神
の
心
境
を

D

こ
の
書
に
「
形
而
上
学
」

(ta
m
e
t
a
 
ta 
phusika)

と
言
う
名
を
付
け
る
も
の
が
あ
る
が
、
後
述
の
ご
と
く
、
こ
の
書
名
は
ふ
さ
わ
し
く
な
い
。

の
本
論
文
、
四
八
頁
注
、
五
四
頁
頁
。

①
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
の
父
た
る
名
医
―
ー
コ
マ
コ
ス
の
名
を
継
ぐ
。

め
直
観
に
つ
い
て
は
本
論
文
、
六
六
頁
、
注
、
七
九
頁
、
注
の
最
終
節
。

し
か
ら
ば
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
関
係
の
以
上
の
古
典
の
間
に
テ
オ
ー
リ
ア
の
説
明
に
つ
き
う
え
の
ご
と
き
矛
盾
あ
る
を
い
か
に
取

り
扱
う
べ
き
か
。
思
う
に
カ
タ
ル
シ
ス
の
意
義
を
近
代
心
理
学
の
発
達
を
背
景
に
う
え
の
ご
と
く
解
す
る
と
き
は
、
以
上
の
文
献
学

的
考
慮
と
と
も
に
「
大
倫
理
学
」
の
記
述
に
従
う
の
が
妥
当
で
あ
る
と
思
う
。
し
か
ら
ば
テ
オ
ー
リ
ア
は
創
造
主
た
る
唯
一
神
の
無

条
件
的
救
い
に
対
す
る
絶
対
帰
依
を
意
味
し
、
こ
の
信
仰
と
社
会
に
お
け
る
正
善
へ
の
努
力
と
は
既
述
の
ご
と
く
車
の
両
輪
の
関
係

n~ 

に
あ
る
と
考
え
る
。

D

し
か
ら
ば
こ
の
義
の
テ
オ
ー
リ
ア
は
換
言
す
れ
ば
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
の
「
受
動
的
精
神
」

(nous
pathetik6s)

の
う
ち
「
テ
オ
ー
リ
ア
的
精
神
」

(nous

th81r
翌
k6s)

の
働
き
で
あ
り
、
精
神
の
1
種
の

a
召
dektikeh
hexis 
(a 
receiving state 
of 
body or m
i
n
d
)

で
あ
る
。
（
比
較
）

a
ロ
己
呉
t
e
h
1
1

r岱
ivable
;
 ap
o
d
e
i
k
t
e
h
1
1
a
d
j
・
t
o
 
be demonstrated.
そ
も
そ
も
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
の
「
創
造
者
」
（
能
動
者
、

t
弓
ietik6n)

に
は
、
自
著
に
も
示

す
ご
と
く
、
神
の
行
な
う
直
観
と
解
す
る
な
ど
種
々
の
解
釈
あ
る
も
、
か
れ
自
身
は
こ
れ
を
神
の
創
造
力
の
意
味
に
用
い
（
自
著
、
正
統
政
治
学
、

17
頁、

18
頁）、

0

0

 

「
受
動
的
ヌ
ー
ス
」

(
n
o
u
s
pathetik6s)

と
は
プ
レ
ソ
ク
ー
ノ

(Brentano)
の
認
め
る
ご
と
く
被
造
物
た
る
人
間
の
理
性
と
き
っ
ぱ
り
断
定
し
え
な
い
に
し
て

も
人
間
の
精
神
た
る
こ
と
は
事
実
で
あ
り
、
こ
れ
を
人
間
の
理
性
と
見
て
こ
の
理
性
の
う
ち
に
「
ニ
ビ
ス
テ
ー
メ
的
な
も
の
」

(to
e
p
i
s
t
e
h
m
o
n
i
k
o
n
)
1
1
「
テ
オ

ー
リ
ア
的
理
性
」

(n.
th81retik6s)

と
「
行
為
的
理
性
」
（
n.
praktik6s, 
logos praktik6s)
の
2
を
認
め
、
「
ニ
ビ
ス
テ
ー
メ
的
な
も
の
」
の
働
き
た
る
直

静
観
す
る
こ
と
で
あ
る
と
認
め
て
い
る
。

七
八
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七
九

観
知
を
テ
オ
ー
リ
ア
と
称
す
る
も
の
も
あ
る
が
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
自
身
は
「
受
動
的
ヌ
ー
ス
」
の
う
ち
に
う
え
の
「
テ
オ
ー
リ
ア
的
精
神
」
ー
こ
の
湯
合
、
ヌ

ー
ス
は
精
神
と
訳
す
べ
く
、
理
性
と
訳
し
て
は
な
ら
な
い
ー
ー
と
「
行
為
的
理
性
」
の
2
を
認
め
、
な
お
こ
の
「
行
為
的
理
性
」
の
慟
き
た
る
知
が
「
ド
ク
サ
」

(d6xa,
俗
見
）
に
対
す
る
「
エ
ピ
ス
テ
ー
メ
ー
」

(epistehme,
真
知
）
で
あ
り
、
「
エ
ピ
ス
テ
ー
メ
ー
」
と
は
「
感
覚
」

(aisthesis)
が
残
っ
て
生
じ
た
、
動

物
的
な
「
想
念
」

S
h
g
g邑
a)
に
「
行
為
的
理
性
」
の
加
わ
っ
た
も
の
で
あ
る
。
[
(
な
お
動
物
的
な
「
欲
情
」

(6rexis)
に
こ
の
理
性
の
加
わ
っ
た
も
の
が
「
意

思
」
（
ざ
ulesis)
で
あ
る
。
）
こ
の
「
エ
ビ
ス
テ
ー
メ
ー
」
の
結
果
と
し
て
存
す
る
も
の
は
「
文
芸
」
（
学
問
・
芸
術
、

tekhne,
pl. 
tekhnai,)
で
あ
り
、
「
文

芸
」
は
「
哲
学
」
（
愛
知
、

philosophia)
と
「
創
作
」
（
芸
術
的
創
造
、
岡
号
tic
creation, 
poiein)
よ
り
成
る
。

う
え
の
「
哲
学
」
は
「
第
1
哲
学
」

(pr6hte
ph.)
と
第
2
哲
学

(deutera
ph.)
よ
り
成
る
が
、
こ
の
「
第
1
哲
学
J

は
、
テ
オ
ー
リ
ア
の
う
え
の
真
義
よ

り
考
え
る
と
き
は
、
①
シ
ュ
ヴ
ェ
ー
グ
ラ
ー
（
炉
h
w
e
g
l
e
r
)
が
こ
の
「
第
1
哲
学
」
と
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
の
形
式
論
理
学
と
を
分
離
す
る
通
説
が
か
れ
の
精
神

に
反
す
る
と
主
張
し
た
こ
と

(
G
g
c
h
i
c
h
t
e
der Philosophie i
m
 U
m
r
i器
•
K
a
p
.
X
V
I
)
と
か
つ
③
か
れ
の
形
式
論
理
学
に
つ
い
て
英
国
の
大
法
官
フ
ラ
ン

シ
ス
・
ペ
イ
ク
ン

(Francis
B
a
c
o
n
)
が
そ
れ
は
演
エ
キ
法
を
代
表
す
る
一
二
段
論
法
よ
り
帰
納
法
に
重
点
を
置
く
と
解
釈
し
て
、
中
世
の
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
的

ス
コ
ラ
哲
学
の
曲
解
を
正
し
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
の
形
式
論
理
学
の
著
書
の
後
世
的
総
称
「
オ
ル
ガ
ノ
ン
」

(
O
r
g
a
n
o
n
)

に
ち
な
ん
で
「
新
オ
ル
ガ
ノ
ン
」

(
N
o
v
u
m
 O
r
g
a
n
u
m
)
と
称
す
る
著
書
を
残
し
た
湯
合
の
新
解
釈
の

2
つ
に
賛
成
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
し
か
る
に
一
方
、
う
え
の
「
第
2
哲
学
」
は
「
自
然
学
」

Shusika•phusikeh 

akr6器is,
ア
ク
ロ
ア
ー
シ
ス
）
と
呼
ば
れ
、
道
徳
に
関
す
る
学
を
含
む
。
し
か
ら
ば
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
の
形
式
論
理
学
は
「
哲
学
」
の

な
か
に
含
ま
れ
、
「
第
1
哲
学
」
・
「
第
2
哲
学
」
の
基
礎
で
あ
り
、
「
第
1
哲
学
」
は
「
第
1
形
相
」

(proton
eidos) 
(第
1
原
因
）
を
取
り
扱
う
意
味
で
第
1

で
あ
る
が
、
テ
オ
ー
リ
ア
の
真
義
か
ら
考
え
て
1
種
の
「
仮
説
」

(hup6thesis)

で
あ
る
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
さ
れ
ば
ロ
ド
ス

(
R
h
6
d
o
s
)
の
ア
ソ
ド
ゥ
ロ

ニ
コ
ス

(
A
n
d
r
6
n
i
k
o
s
)
が
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
の
潰
禰
の
編
集
に
当
り
、
故
人
が
そ
の
教
授
に
際
し
て
「
第
2
哲
学
」
を
講
じ
て
の
ち
「
第
1
哲
学
」
す
な
わ

ち
「
神
学
」

(t●
eologi
ぽ
h
)
を
講
ず
る
を
順
序
と
し
た
趣
旨
に
基
づ
き
「
第
1
哲
学
」
を
「
自
然
諸
物
の
の
ち
の
諸
物
（
に
つ
い
て
）
」
（
ton
m
e
t
a
 ta phusika, 

O
f
 the
〔

T
h
i
品
S

〕
a店
er
t
h
e
 N
a
t
u
r
a
l
〔

T
圧
只
窃
〕
）
と
称
し
た
が
ヽ
ア
リ
ス

E
プレ

1
ス
の
教
授
上
の
順
序
}

J

そ
「
第
ー
哲
学
」
が
仮
説
た
る
こ
と
を
示
す

も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
る
に
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
の
「
第
1
哲
学
」
を
誤
っ
て
形
而
上
学

(metaphysics)
で
あ
る
と
主
張
す
る
も
の
は
ア
ン
ド
ゥ
ロ
ニ
コ
ス
の
前

掲
書
名
の
最
初
の
冠
詞
を
誤
り
記
し

ta
m
e
t
a
 ta 
p
h
u
s
i
k
a
と
記
し
、

m
e
t
a
(
前
置
詞
）
に
は
ア
ソ
ド
ゥ
ロ
ニ
コ
ス
の
用
い
た
意
味
の
ほ
か
「
以
上
」

(super).

「
以
外
」
の
意
味
が
あ
る
か
ら
応

m
e
t
a
ta 
p
h
u
s
i
k
a
を
「
物
理
以
上
の
学
」
1
1

「
形
而
上
学
」
の
意
味
に
と
り
、
さ
ら
に

m
e
t
a
p
h
u
s
i
k
a
 =
m
e
t
a
p
h
y
s
i
c
s
 

を
「
形
而
上
学
」
の
意
味
に
用
い
る
に
至
っ
た
。

つ
ぎ
に
「
創
作
」
は
「
創
作
術
」
（
広
義
の
召
ietikeh)

と
も
言
わ
れ
、
「
創
作
術
」
と
は
建
築
な
ど
の
造
形
芸
術
や
「
作
詩
術
」

(mousikeh,
狭
義
の

弓
i釦
ikeh)
を
含
む
芸
術
一
般
で
あ
る
e

（
う
え
の
広
義
の

poietikeh
を
尊
重
す
る
意
味
で
シ
ェ
リ
ン

(Sgelling)
は

P
8
s
i
e
(
ボ
ニ
ジ
ー
）
を
主
張
し
て

k
g
s
t
と
区
別
し
た
。
）

か
く
て
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
に
と
っ
て
、
「
ニ
ビ
ス
テ
ー
メ
ー
」
ー
俗
見
に
対
す
る
真
知
—
は
経
験
主
義
的
な
学
問
・
芸
術
で
あ
っ
た
が
、
プ
ラ
ト
ー
ン
に
と
っ

て
こ
の
意
味
の
「
ニ
ビ
ス
テ
ー
メ
ー
」
は
か
か
る
文
芸
で
は
な
く
、
感
覚
（
aけ
thesis)
と
無
関
係
な
「
ノ
ニ
ー
シ
ス
」

(n$si",直
観
）
で
あ
っ
た
。
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な
お
テ
オ
ー
リ
ア
の
う
え
の
意
味
に
関
す
る
傍
証
は
イ
ン
ド
仏
教
の
用
語
た
る
混
成
サ
ン
ス
ク
ッ
ト
語

(
H
y
b
r
i
d
S
a
n
s
k
r
i
t
)

の

の

avalokita(rμ
〕
の
意
義
で
あ
る
。
上
述
の
ご
と
く
う
え
の
テ
オ
ー
リ
ア
に
は
①
観
る
こ
と
と
②
う
え
の
ご
と
き
絶
対
帰
依
の

2

義
が
あ
る
。
し
か
る
に
こ
の
混
成
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
に
も
ま
た
こ
の

2
義
が
そ
な
わ
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
こ
の
語
は
古
典
語
の

a
v
a
l
o
k
a
y
a
t
i
と
い
う
動
詞
の
名
詞
形
で
あ
る
と
と
も
に
こ
の
動
詞
の
意
味
す
る

t
o
l
o
o
k
 at (
観
る
）

to
s
u
r
v
e
y
 

（
見
渡
す
）
を
名
詞
形
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
と
と
も
に
こ
の
混
成
語
動
詞
a
v
a
l
o
k
a
y
a
t
i

は
パ
リ
ー
語
動
詞

a
p
a
l
o
k
e
t
i

と
同

じ

v
t
o
 
a
s
k
 p
e
r
m
i
s
s
i
o
n
 of•

…••( 

．．． 

の
ゆ
る
し
を
求
め
る
）
と
い
う
意
味
を
も
有
し
、

「
ゆ
る
し
を
求
め
ら
れ
た
る
」

の
義
と
な
り
、

じ
意
味
を
持
っ
て
い
る
。
な
お
う
え
の

a
v
a
l
o
k
i
t
a

(
中
）
が
形
容
詞

a
v
a
l
o
k
i
t
a

と
し
て
用
い
ら
れ
る
と
き
は
「
観
ら
れ
た
る
（
所

a
 

こ
の
形
容
詞
と
名
詞

i¥;vara

(
自
在
な
る
も
の
）
と
の
結
合
た
る

A
v
a
l
o
k
i
t
e
i
;
v
a
r
a
 
(
所
観
自
在
天
、
ゆ
る
し
を
求
め
ら
れ
た
自
在
天
、
観
自
在
）
は

V
i
p
a
s
v
i
n
(
V
i
p
a
i
;
v
i
n
)

仏
の
と
き
世
界
を
創
造
し

①
 

た
と
信
ぜ
ら
れ
、

p
a
d
m
a
p
a
r
:
i
i

と
し
て
く
ajrapar:ii
た
る

gur:iadhipa

と
と
も
に
世
を
救
う
と
考
え
ら
れ
た
。
し
か
ら
ば
う
え
の

混
成
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
名
詞

a
v
a
l
o
k
i
t
a

は
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
の
テ
オ
ー
リ
ア
と
同
じ
く
①
観
る
こ
と
と
②
う
え
の
ご
と
き
絶
対

帰
依
の

2
義
を
有
す
る
こ
と
と
な
り
、
こ
の
語
を
「
観
」
と
漠
訳
す
る
も
、

そ
れ
は
聖
道
門
に
て
用
い
る
＜
屯
ac;:yana
(観、

D
仏
教
文
書
ー
教
典
を
含
む
ー
は
最
初
は

Prakrit
に
て
後
に
は

H
y
b
r
i
d
Sanskrit
に
て
書
か
れ
た
。

Prakrit
は

Pali
(Maghadhi, ~
ガ
ダ
語
）
そ
の

他
の
方
言
を
指
し
、
ア
シ
ョ
ー
カ
王
法
勅
は
方
方
の
方
言
た
る
プ
ラ
ク
リ
ッ
ト
で
書
か
れ
て
い
る
。
混
成
サ
ソ
ス
ク
リ
ッ
ト
と
は
プ
ラ
ク
リ
ッ
ト
を
古
典
サ
ン
ス
ク

リ
ッ
ト
に
混
じ
、
そ
れ
に
文
語
の
語
尾
変
化
を
持
た
し
た
も
の
で
あ
る
。

幻
ア
ッ
サ
ム
そ
の
他
の
地
方
の
方
言
で
は

avalokita+svara
(E. 
sound)
の
場
合

svara
は
音
便
上
[isvara
と
な
り
、
従
っ
て

A
valokitesvara 
(所観

音
）
が
成
立
し
、
こ
れ
が
さ
ら
に
A
v
o
l
o
k
i
t
e
~
v
a
r
a

に
転
じ
た
と
の
説
が
あ
る
が
、
A
valokite,;vara
に
は
こ
の
「
親
ら
れ
た
音
」
の
意
を
も
兼
ね
て
い
る
か

も
知
れ
な
い
。

s
c
h
a
u
n
g
)

と
混
同
し
て
は
な
ら
な
い
。

観）」

ま
た
は

同
字
と
同
じ
く
、

A
n
,
 

従
っ
て
う
え
の
混
成
語
名
詞
も
こ
れ
と
同

八
〇
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最
後
に
、

の
Dr.
E. J
.
 

T
h
o
m
a
s
,
 History of 
Buddhist T
h
o
u
g
h
t
,
 p. 
1
9
1
.
 

0
自
著
、
正
統
政
治
学
、
扉
の
次
丁
裏
、
さ
し
絵
。

の
前
掲
自
著
、

"11
頁
。
な
お
古
代
中
国
で
は
仏
寺
を
方
外
（
ホ
ウ
ガ
イ
）
の
所
（
器
n
c
t
u
a
r
y
)
と
し
、
王
法
不
入
の
地
と
し
た
と
き
g
u
i
:
i
a
d
h
i
p
a
の
訳
語
の
「
仁

王
」
を
「
二
王
」
に
か
え
、
原
語
の
意
味
を
捨
て
去
り
、
寺
門
の
番
兵
と
し
て
従
来
の
ア
・
ウ
ン
の
2
匹
の
n
マ
犬
に
代
わ
る
ア
・
ウ
ン
の
2
人
の
金
剛
力
士

(
:
v
a
j
r
a
p
i
i
.
Q
i
)
と
考
え
た
。
な
お
「
二
王
」
を
法
意
(
D
h
a
r
m
a
m
a
n
a
s
)
、
法
念
(
D

ぼ
r
m
a
s
m
r
t
i

疇
s
m
•
a
1
1
齊
宕
）
両
太
子
の
本
地
と
解
す
る
と
き
は
「
王
法

為
本
、
信
心
為
本
」
の
考
と
か
な
ら
ず
し
も
衝
突
し
な
い
。

た
だ
し
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
の
思
想
に
イ
ン
ド
思
想
が
影
響
し
て
い
る
か
ど
う
か
は
今
日
い
ま
だ
不
明
で
あ
る
が
、
も
し
サ
ー
ン

ク
ヤ
哲
学
が
。
ヒ
ュ
ー
タ
ゴ
ラ
ス
に
影
響
を
与
え
た
と
の
説
が
正
し
け
れ
ば
ゞ
こ
の
イ
ン
ド
哲
学
も
他
力
信
仰
の
仏
教
も
イ
ン
ド
人
の

口
授
に
て
ピ
ュ
ー
ク

．．
 
コ
ラ
ス
ま
た
は
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
の
テ
オ
ー
リ
ア
の
考
え
に
影
響
を
与
え
た
可
能
性
は
大
い
に
増
し
て
来
る
。

し
か
し
か
く
の
ご
と
き
イ
ン
ド
仏
教
の
影
響
が
い
ま
だ
証
朋
せ
ら
れ
る
に
い
た
ら
な
く
と
も
、

え
の
ご
と
き
一
致
は
こ
の
テ
オ
ー
リ
ア
の
意
義
の
傍
証
と
な
る
に
は
十
分
で
あ
ろ
う
。

D
な
お
東
大
教
授
中
村
元
（
は
じ
め
）
文
博
の
説
に
よ
れ
ば
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
の
思
想
は
イ
ン
ド
に
影
響
を
与
え
て
い
な
い
、
も
し
そ
う
だ
と
す
る
と
そ
の
す

ぐ
れ
た
形
式
論
理
学
が
イ
ソ
ド
に
入
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
、
し
か
る
に
イ
ソ
ド
の
因
明
(
h
e
t
u
-
v
i
d
y
a
)
す
な
わ
ち
形
式
論
理
学
は
そ
の
発
達
き
わ
め
て
お
そ
い
、
ゆ
え

に
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
の
説
は
イ
ン
ド
に
影
響
を
与
え
て
い
な
い
と
せ
ら
れ
る
（
中
村
博
士
、
イ
ン
ド
思
想
と
ギ
リ
シ
ャ
思
想
と
の
交
流
）
。
し
か
し
わ
た
く
し
は

思
う
に
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
の
説
は
直
ち
に
影
響
を
与
え
て
い
な
い
が
、
後
に
ア
ボ
ロ
仏
を
通
じ
て
か
れ
の
政
治
思
想
が
イ
ン
ド
仏
教
に
護
国
(
r
a
咆．
a，国
la)

の

思
想
を
よ
み
が
え
ら
せ
た
と
考
え
る
。

う
え
の
テ
オ
ー
リ
ア
は
ア
フ
1
1
エ
ン
1
1
ア
ト
ソ

、

`

‘

'

）

1

2

 

古
代
エ
ジ
プ
ト
の
こ
の
王
は
「
神
神
」

(n,
；r
)

し
か
る
に
一
方
、

八

(
J
h
-
n
,
J
t
n
)

王
の
ア
ト
ン
ヘ
の
う
え
の
ご
と
き
絶
対
帰
依
を
連
想
せ

し
め
る
。
m
 

(
J
t
n
)

へ
の
絶
対
帰
依
を
教
え
る
と
と
も
に
、
わ
れ
わ
れ
は
ア
ト
ン
の
広
大
無
辺
な
る
「
恵
み
」

G
巨
）
の
も
と
人
間
と
し
て
そ
の
本

性
に
従
う
「
恵
み
」
と
「
正
義
」

(
n
t
r
,

ネ
テ
ル
）
を
行
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
示
し
た
。

ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
の
エ

と
言
う
語
の
使
用
を
禁
じ
、
唯
一
の
神

(
n
~
r
,
ネ
チ
ェ
ル
）
ア
ト
ン

A
v
a
l
o
k
i
t
a
と
テ
オ
ー
リ
ア
と
の
う

379 



ハ

ジ
プ
ト
征
服
の
の
ち
10
年
間
プ
ト
レ
マ
イ
オ
ス
を
通
じ
て
エ
ジ
プ
ト
の
文
化
に
接
し
た
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
は
ア
マ
ル
ナ
芸
術
を
主

た
る
機
会
因
と
し
て
ア
フ
11

ニ
ン
11

ア
ト
ン
王
の
信
仰
を
知
り
、
そ
の
影
響
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る
。

b
a
n
d
h
u
)
が
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
芸
術
を
主
た
る
機
縁
と
し
て
う
え
の
テ
オ
ー
リ
ア
と
ア
ヴ
ァ
ロ
ー
キ
タ
を
知
り
、

いウ仏
」
の
出
現
と
な
っ
た
こ
と
に
共
通
す
る
と
こ
ろ
大
な
る
も
の
が
あ
ろ
う
。

D
自
著
、
正
統
政
治
学
、
第
4
章。

幻
エ
ジ
プ
ト
象
形
文
字
を
象
形
文
字
と
し
て
用
い
る
と
き
マ
サ
カ
リ

(axe)
ま
た
は
神
の
絵
文
字
を
そ
れ
ぞ
れ
3
つ
連
ね
て
て
用
い
る
。

①
こ
の
ア
ト
ン
は
従
来
の
神
神
の
ご
と
く
奇
怪
な
動
物
の
姿
を
本
体
と
し
、
自
然
現
象
を
化
身
と
す
る
も
の
で
な
く
、
ア
ト
ン

6
5
)
I太
陽
円
盤
—
と
そ
の
輝
き

(j.!1)
が
そ
の
広
大
な
「
恵
み
」

(jh)
の
あ
ら
わ
れ

(manifgt
邑
on)
た
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
ア
ト
ン
神
に
つ
い
て
は
自
著
、
正
統
政
治
学
、

77
頁
参
照
。

0
自
著
、
正
統
政
治
学
、

90
頁

。

の

自

著

、

前

掲

書

、

さ

し

え

（

ア

ボ

ロ

仏

）

の

説

明

。

の
芸
術
上
の
写
実
主
義
が
、
新
エ
ジ
プ
ト
語
と
と
も
に
、
現
わ
れ
、
こ
れ
は
ア
フ
11

ニ
ン
11

ア
ト
ン
王
の
宗
教
改
革
に
よ
っ
て
い
っ

そ
う
強
化
さ
れ
、

王
の
始
め
た
新
都
の
現
代
名
テ
ル
11

エ
ル
11

ア
マ
ル
ナ

(
T
e
l
l
,
e
l
、A
m
a
r
n
a
)

に
従
っ
て
こ
の
写
実
主
義
を
ア
マ
幻

ル
ナ
芸
術
と
い
う
。
こ
の
芸
術
と
う
え
の
新
ニ
ジ
プ
ト
語
は
ア
フ
11

ニ
ン
11

ア
ト
ン
王
の
死
後
、
そ
こ
に
宗
教
的
、
政
治
的
反
動
の

め

大
な
る
も
の
が
あ
っ
た
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
な
が
く
強
い
影
響
を
示
し
た
。

D

「
マ
ア
」

(m・＂,
maa,
見
る
）
か
ら
出
た
語
。
見
る
こ
と
を
中
心
と
す
る
感
覚
に
よ
る
真
理
。
ま
た
こ
の
語
か
ら
出
た
名
の
マ
ー
ト
女
神

(M"t)
は
物
理
的

法
則
と
倫
理
的
法
則
を
つ
か
さ
ど
り
、
ラ
ー
の
化
身
な
る
西
方
浄
土
の
主
た
る
オ
シ
リ
ス
の
娘
で
あ
り
、
オ
シ
リ
ス
の
法
廷
に
お
い
て
「
マ
ー
ト
」
と
「
正
義
」

(ntr)
を
執
行
す
る
。
マ
ー
ト
女
神
は
ギ
リ
ッ
ャ
の
テ
ミ
ス
女
神
に
対
比
せ
ら
れ
る
。

幻
自
著
、
正
統
政
治
学
、

81
頁
。
な
お
ト
ウ
ト
11

ア
ー
ソ
フ
11

ア
モ
ン
王
は
ま
た
ネ
プ
11

へ
ペ
ル
ウ
11

ラ
ー

(Nb-hprrw,R')
と
も
称
せ
ら
れ
た
。
こ
の
ま
た
の

名
は
諸
創
造
の
主
、
太
陽
神
の
義
で
あ
る
と
考
え
る
。
な
お
墓
主
と
同
形
の
つ
く
り
に
ッ
ャ
ワ
プ
テ
ィ
（
俗
wabtj}
と
ウ
シ
ャ
プ
テ
ィ

(
W欧
btj,
ushabti, 
an、

swerer)
と
あ
る
が
、
王
の
シ
ャ
ワ
プ
テ
ィ
は
神
的
性
格
を
持
ち
、
ア
マ
・
ル
ナ
芸
術
風
で
あ
る
。

①
こ
の
こ
と
は
昭
和
4
0
年
秋
10
月
22
日
、
京
都
に
お
け
る
ッ
ク
ソ
カ
ー
メ
ソ
展
を
見
て
い
っ
そ
う
そ
の
感
を
強
め
た
。

う
え
の
ア
マ
ル
ナ
芸
術
に
つ
い
て
見
る
に
、

ニ
ジ
プ
ト
第
18
王
朝
の
は
じ
め
か
ら
、

テ
オ
ー
リ
ア
の
真
義
と
政
治
学

ーヽー

「
マ
ア
ー
ト
」

(
m
g
m
a
a
t
)
の
尊
重
か
ら

そ
の
結
果

八

「
ア
ボ
ロ

そ
れ
は
天
親
菩
薩

(
V
a
s
u
,
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